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特集 彦根城を世界遺産に!!
local communities

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」 世界遺産登録おめでとうございます ▶大野教会堂

　
バ
ー
レ
ー
ン
の
首
都
マ
ナ
マ
で
開
催
さ

れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ（
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
）の
第
42
回
世
界
遺
産
委
員
会（
６

月
24
日
か
ら
７
月
４
日
）で
６
月
30
日
、

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」（
長
崎
・
熊
本
）の
世
界
文
化

遺
産
へ
の
登
録
が
決
ま
っ
た
。日
本
で
は

22
件
目
の
世
界
遺
産
で
あ
る
。

　
今
号
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
６
月
28
日
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
彦

根
城
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
新
し
い

ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。掲
示
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」と
案
内
が
出
て
い
る
。（
彦
根

城
世
界
遺
産
登
録
推
進
課 tel.0749-26-5834

）。

２
０
２
４
年
の
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、こ
こ
２
〜
３
年
が
最
も
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
。各

事
業
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
こ
と
か
ら
始

め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提

出
す
る
世
界
遺
産
登
録
推
薦
に
は「
包
括

的
保
存
管
理
計
画
書
」を
添
え
て
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。包
括

的
保
存
管
理
計
画
書
へ
の
記
載
内
容
の

中
に「
運
営
体
制
の
整
備
」と
い
う
項
目

が
あ
る
。

● 

地
域
住
民（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
積
極

　
的
に
関
わ
れ
る
し
く
み

● 

地
域
住
民
の
参
加
・
支
援
の
し
く
み

● 

地
域
住
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働

な
ど
、地
域
住
民
と
世
界
遺
産
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
２
０
１
２
年
11
月
、京
都
で
世
界

遺
産
条
約
採
択
40
周
年
記
念
最
終
会
合

に
お
い
て
、「
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」と
題
す
る

成
果
文
書
が
発
表
さ
れ
た
。そ
の
中
で
、

住
民
自
治
会
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

伝
統
的
な「
地
域
社
会
」の
ほ
か
、民
間
企

業
、大
学
な
ど
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ

た「local com
m
unities

」が
地
域
に

お
け
る
文
化
遺
産
保
護
の
担
い
手
と
し

て
、積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
及
し
て
い
る
。「local com

m
uni-

ties

」の
積
極
的
な
関
与（
盛
り
上
が
り
）

が
必
須
な
の
だ
。

　
彦
根
で
は「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
意

見
交
換
・
応
援
１
０
０
０
人
委
員
会
」の

設
立
、彦
根
商
工
会
議
所
が
会
場
と
な
っ

た「
世
界
遺
産
検
定
」が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
、考

え
て
み
た
い
。

■ 「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

　
ン
関
連
遺
産
」（
長
崎
・
熊
本
）

　
２
０
０
１
年「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界

遺
産
に
す
る
会
」と
い
う
民
間
の
団
体
が

発
足
し
、市
民
運
動
と
し
て
世
界
遺
産
に

と
い
う
活
動
が
芽
生
え
た
。当
初
、長
崎
に

教
会
群
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
れ
て
お
ら

ず「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
に
す
る

会
」は
、様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、講
演
会
、

見
学
会
を
開
催
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
り

配
布
す
る
な
ど
、周
知
活
動
か
ら
の
取
り

組
み
だ
っ
た
。２
０
０
６
年
９
月
、文
化
庁

は
各
自
治
体
に
世
界
遺
産
候
補
と
な
る

遺
産
の
提
案
を
求
め
、長
崎
県
と
関
係
自

治
体
は
、先
行
す
る「
長
崎
の
教
会
群
を

世
界
遺
産
に
す
る
会
」の
活
動
に
乗
る
か

た
ち
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理
し
、「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」に
つ

い
て
提
案
書
を
提
出
。そ
の
後
、紆
余
曲

折
は
あ
っ
た
が
世
界
の
専
門
家
の
助
言
を

と
り
入
れ
世
界
遺
産
登
録
に
成
功
し
た
。

　
長
崎
商
工
会
議
所
は
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
側
面
的
な
支
援
活
動
を
行
っ

て
き
た
。具
体
的
に
は
、特
別
委
員
会
メ

ン
バ
ー
、関
係
行
政
部
署
の
担
当
者
に
よ

る
視
察
研
修
、２×

５
メ
ー
ト
ル
の
看
板

を
会
議
所
前
に
設
置
、会
議
所
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
12
の
構
成
資
産
の
パ
ネ
ル
を

設
置
、世
界
遺
産
保
存
・
活
用
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
会
員
事
業
者
に

周
知
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

県
内
約
２
０
０
の
自
治
体
や
経
済
団
体

な
ど
で
つ
く
る「
世
界
遺
産
登
録
推
進
県

民
会
議
」（
県
民
会
議
の
会
長
は
長
崎
県

商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
・
事
務
局
は
長

崎
県
）が
主
導
す
る
か
た
ち
で
、長
崎
商

工
会
議
所
は
県
・
市
に
対
し
て
、交
通
体

系
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、観
光
ガ
イ
ド

の
充
実
、観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
受

入
体
制
を
要
望
し
て
い
る
。

■ 「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
跡
群
」（
群

　
馬
）

　
長
い
間
生
産
量
が
限
ら
れ
て
い
た
生
糸

の
大
量
生
産
を
実
現
し
た「
技
術
革
新
」

と
、世
界
と
日
本
と
の
間
の「
技
術
交
流
」

を
主
題
と
し
た
近
代
の
絹
産
業
に
関
す

る
遺
産
で
あ
る
。長
崎
と
同
じ
よ
う
に
文

化
庁
の
文
化
遺
産
公
募
が
契
機
と
な
り
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
文
化
遺
産
の
再
発

見
・
再
認
識
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
「
世
界
遺
産
は
、目
に
見
え
る
富
岡
製

糸
場
の
建
物
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
登
録
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、地
域
に

永
年
根
づ
い
て
き
た
養
蚕
・
製
糸
の
伝
統

を
再
認
識
し
、そ
れ
が
も
し
衰
退
し
よ
う

と
し
て
い
る
な
ら
、な
ん
と
か
残
す
努
力

を
市
民
レ
ベ
ル
で
し
て
こ
そ
、登
録
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
気
運
も
広
ま
っ

て
き
た
。世
界
遺
産
の
持
つ
意
義
の
一
端

が
、少
し
ず
つ
理
解
さ
れ
始
め
た
の
で
あ

る
」と
、佐
滝
剛
弘
氏
は
著
書『「
世
界
遺

産
」の
真
実
ー
過
剰
な
期
待
、大
い
な
る

誤
解
』（
祥
伝
社
新
書
２
０
０
９
）で
記
し
て

い
る
。

　
市
民
運
動
は「
富
岡
製
糸
場
を
愛
す
る

会
」が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。こ
の
会
は

１
９
８
７
年
富
岡
製
糸
場
が
操
業
を
停

止
し
た
翌
年
、地
元
の
貴
重
な
財
産
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、富
岡
製
糸
場
の
価

値
を
伝
え
、市
民
の
知
恵
を
結
集
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、有
志
20
名
が
市
内

外
・
各
地
で
学
習
会
・
講
演
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。２
０
０

３
年
、同
好
会
的
な
愛
護
活
動
か
ら
、世

界
遺
産
登
録
支
援
活
動
へ
と
方
向
を
明

確
化
し
、現
在
の「
富
岡
製
糸
場
を
愛
す

る
会
」が
誕
生
す
る
。２
０
０
４
年
、「
し

の
の
め
信
用
金
庫
」が
地
元
の
振
興
支
援

と
し
て
会
の
事
務
局
を
務
め
、組
織
体
制

が
整
備
さ
れ
た
。２
０
０
７
年
１
月
、ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
記
載

以
降
、会
員
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て

い
っ
た
。

■ 「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」（
大
阪
）

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
、行
政
だ
け
で

な
く
多
く
の
人
々
が
理
解
を
深
め
、一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
、「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
を
応
援

す
る
堺
市
民
の
会
」が
発
足
さ
れ
た
。事

務
局
は
堺
商
工
会
議
所
が
担
っ
て
い
る
。

（http://w
w
w
.sakai-sekaiisan.com

）

　
１
年
を
通
し
て
、様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や

催
し
物
を
企
画
し
、会
員
に
は
、そ
の
都

度
、お
知
ら
せ
が
届
く（
会
費
は
無
料
）。

発
起
人
に
堺
商
工
会
議
所
会
頭
、堺
市
自

治
連
合
協
議
会
会
長
、南
大
阪
地
域
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事
長
、堺
市
文
化
振

興
財
団
理
事
長
が
名
を
連
ね
て
い
る
。設

立
趣
意
書
に
は
、「
古
墳
群
の
貴
重
な
歴

史
的
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
改
め
て
認

識
し
、大
切
に
守
り
遺
し
て
い
こ
う
と
す

る
気
持
ち
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

で
あ
る
と
し
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の

価
値
が
、日
本
の
み
な
ら
ず
、広
く
世
界

の
貴
重
な
財
産
と
し
て
多
く
の
人
々
に

理
解
さ
れ
、大
切
に
保
全
さ
れ
、未
来
後

世
の
人
々
に
き
ち
ん
と
継
承
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
、世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
の

意
義
で
あ
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産

登
録
を
応
援
す
る
堺
市
民
の
会
」の
活
動

は
、当
所
に
参
考
に
な
る
に
違
い
な
い
。

■ 「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産

　
群
」（
新
潟
）

　
佐
渡
島
内
の「
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す

る
会
」、県
民
有
志
で
つ
く
る「
佐
渡
を
世

界
遺
産
に
す
る
新
潟
の
会
」、佐
渡
出
身
者

ら
に
よ
る「
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首

都
圏
の
会
」が
活
動
を
活
発
化
し
て
い
る
。

　　
２
０
０
６
年
、文
化
庁
が
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
追
加
記
載
す
る
文
化
遺
産
を

地
方
公
共
団
体
に
提
案
を
求
め
た
こ
と

で
、ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、郷
土
の
歴

史
を
再
発
見
し
、文
化
や
文
化
財
を
守
ろ

う
と
い
う
市
民
運
動
の
萌
芽
に
繫
が
っ
て

い
く
。世
界
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
の
集
客
力
と

文
化
財
保
護
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
な
が

ら
、「local com

m
unities

」は
世
界
遺

産
都
市
の
未
来
予
想
図
を
描
き
、様
々
な

か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
く
の
だ
。

　
１
９
９
２
年
、日
本
が
世
界
遺
産
条
約

に
批
准
し
た
と
き
、彦
根
城
は
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
、彦
根
市
は「local 

com
m
unities

」が
積
極
的
に
関
与
す

る
機
会
を
逃
し
た
。２
０
２
４
年
ま
で
に

登
録
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
今
、「
彦
根
城
を
世
界
遺
産
に
！
」

を
冠
に「local com

m
unities

」が
立

ち
上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。一
か
ら
の
出

発
で
は
な
い
。郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、歴

史
を
再
発
見
し
、文
化
や
文
化
財
を
守
ろ

う
と
い
う
市
民
運
動
は
、彦
根
に
は
既
に

数
多
く
存
在
し
活
動
を
続
け
て
い
る
。２

０
２
４
年
に
照
準
を
合
わ
せ
、世
界
遺
産

登
録
後
の
彦
根
を
考
え
、知
恵
を
使
い
、透

明
性
を
も
っ
た
謙
虚
な
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、彦
根
の

「local com
m
unities

」と
し
て
次
の

段
階
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
現
在
、「
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組

を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の

製
作
お
よ
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
作
成
業
務
委

託
事
業
者
の
募
集
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

ロ
ゴ
、ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
ま
り
、彦
根
城
の

「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」が
示
さ
れ
れ
ば

「local com
m
unities

」の
活
動
は
一

気
に
加
速
す
る
に
違
い
な
い
。

　　

10
月
、「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
国
際
会
議

２
０
１
８
in
彦
根
」が「
城
塞
と
都
市
の

防
御
」を
テ
ー
マ
に
、10
月
23
日
か
ら
26

日
の
４
日
間
、ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
を

主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
はInter-national Scientific 

C
om
m
ittee for Fortification and 

M
ilitary H

eritage
の
頭
文
字
、ア
イ
コ

フ
ォ
ー
ト
と
読
み
、城
塞
・
軍
事
遺
産
国
際

学
術
委
員
会
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
統
治
や
都
市
の
理
念
を

具
現
す
る
城
と
城
下
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、滋
賀
県
立

大
学
の
中
井
均
教
授
も
登
壇
さ
れ
る
予

定
で
、特
に
彦
根
市
民
の
た
め
の
も
の
で

も
あ
り
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。イ
ヤ

フ
ォ
ン
を
付
け
同
時
通
訳
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
言
語
に
関
し
て
は
心
配

す
る
こ
と
は
な
い
。ま
た
、手
続
き
は
必

要
だ
が
学
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、日
本
建
築
文
化
保
存
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は「
開
催
地
の
彦
根

は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
彦
根
城
天
守
を
核

と
す
る
城
下
町
で
、現
在
、ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
候
補
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、日
本
人
に
は
井
伊
家
の
居
城
、あ
る

い
は
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
ふ
る
さ
と
と
い
っ
た

方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
彦
根
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。世
界
に
は
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
候
補
と
知
ら
れ
て
い

る
が
、国
内
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
に
参

加
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
も「
井

伊
家
の
居
城
、ひ
こ
に
ゃ
ん
の
ふ
る
さ
と
」

な
の
で
あ
る
。国
内
に
お
け
る
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
彦
根
城
と
城
下
の
世
界
的

存
在
に
対
す
る
認
知
度
の
低
さ
と
圧
倒
的

な
広
報
不
足
を
感
じ
る
。

　
今
後
、「local com

m
unities

」の
活

動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

提
言
」（
２
０
１
７

年
11
月
27
日
）で
広
報
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、ALL H

IKO
N
E

で
取

り
組
む
内
外
へ
の
広
報
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
情
報
を
共
有
す
る
広
報（
ス
ピ
ー
ド
・

タ
イ
ミ
ン
グ
・
透
明
性
・
拡
散
力
）が
必
要

で
あ
る
。勿
論
、知
恵
と
郷
土
を
愛
す
る

圧
倒
的
な
熱
量
を
持
っ
た
実
行
力
と

「local com
m
unities

」と
の
協
働
が

必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。更
に

付
け
加
え
る
な
ら
、世
界
に
向
け
て
彦
根

世
界
遺
産
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

城
の「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。知
恵

は
経
験
と
知
識
と
発
想
力
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
が
、先
進
地
に
真
摯
に
学
ぶ

の
が
近
道
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、富
岡
市
国
際
交
流
員
ダ
ミ
ア

ン
・
ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏
は
、世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
で
、海
外
客

向
け
の
ガ
イ
ド
や
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
翻

訳
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
情
報
発

信
を
任
さ
れ
て
い
る
。ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏
は

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
用
者
で
あ
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
は「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青

年
招
致
事
業
」（The Japan Exchange

and Teaching Program
m
e

）の
略
称

で
、地
方
自
治
体
が
総
務
省
、外
務
省
、文

部
科
学
省
及
び
一
般
財
団
法
人
自
治
体

国
際
化
協
会（C

LA
IR

）の
協
力
の
下
に

実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
彦
根
な
ら
ば
、ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連

合
と
の
協
働
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。今
後
、彦
根
城
の「
顕
著
で
普
遍

的
な
価
値
」を
多
言
語
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る「
ヘ
リ
テ
イ
ジ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
文
化
遺
産
の
通
訳
）」が
不

可
欠
に
な
る
の
は
明
ら
か
な
の
だ
。

　
　

　
か
つ
て
、上
原
恵
美
氏（
元
滋
賀
県
立

芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
館
長
・
京
都
橘

大
学
文
化
政
策
学
部
教
授
）は
、彦
根
市

で
の
講
演
で
、美
し
い
ま
ち
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。「
一
つ
、美
し
い
ま

ち
と
は
寄
り
合
い
が
盛
ん
で
あ
る
ま
ち

で
あ
る
こ
と｣

「
二
つ
、若
い
人
が
活
発
に

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
ま
ち
で
あ

る
こ
と
」「
三
つ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん

で
あ
る
こ
と
」。

　
世
界
文
化
遺
産
に
相
応
し
い
彦
根
城

と
そ
の
城
下
は
、美
し
い
ま
ち
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

若林商事株式会社  営業時間 8：30～17：00 （7月・8月無休） 〒522-0254 犬上郡甲良町池寺1164

若林氷室
tel.0749-38-4133

純氷に魅せられて

丸氷

純氷

不純物を全く含まず、結晶が大きく
均一で、硬く溶けにくく無味無臭の
ため、飲み物や食材の本来のうまみ
を引き出すことができます。
（結氷速度 平均3mm/時）

307

彦根

八日市

多賀大社

西明寺
湖東三山ＩＣ

若林氷室

西明寺より１km
湖東三山ＩＣより５分

おいしい繁盛店には
いい氷がある

氷の
豆知識

商品ラインナップ

製氷機氷

結晶が細かく、空気や不純物を含ん
で白っぽい上に早く溶けるので、飲
み物が水っぽくなります。
（結氷速度 平均50mm/時）

電動かき氷機レンタル
（氷・糖蜜等同時購入の場合）

かち割（純氷） 

氷柱

板氷



不易流行２3 彦根商工会議所通信 vol.52

ICOFORT 国際会議 2018 in 彦根
2018年10月23-26日

ひこね市文化プラザ
ＩＣＯＭＯＳの国際学術委員会のひとつである
ICOFORTは2005年に設置され、世界各地に残さ
れている城郭、要塞、軍港、古戦場その他の軍事に
関わる施設や戦跡について、遺産としての価値づ
け、保存活用などをめぐる活動を行っている。各国
のICOFORT委員会により、毎年さまざまなかたち
で学術会議や視察ツアーなどが行われているが、本
年は日本ＩＣＯＭＯＳ国内委員会と彦根市などが共
同体制を敷き、彦根においてICOFORT学術会議
と年次総会を開く。今回の学術会議に際して、彦根
の歴史的建造物や庭園の見学、井伊家ゆかりの狂
言や能楽の観劇も予定されている。また会議初日に
は、記念国際シンポジウムが企画されており、日本
語、英語、スペイン語を基本とし同時通訳で翻訳さ
れる。

▶仁徳天皇陵古墳

お問い合せ
彦根市教育委員会文化財部 彦根城世界遺産登録推進課 

Schedule
10月23日（火）
 
 
 
 10月24日（水）
 
 
 10月25日（木）
 
 10月26日（金）

基調講演
記念国際シンポジウム「アジアの城郭」
【同時開催イベント】
展覧会「世界の城郭」展（25日まで）
 学術セッション
彦根城城郭ならびに周辺施設群の視察
【同時開催イベント】 火縄銃実演
 学術セッション
ICOFORT年次総会
 彦根周辺地域の視察

https://icoforthikone.wixsite.com/info/jp

　
バ
ー
レ
ー
ン
の
首
都
マ
ナ
マ
で
開
催
さ

れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ（
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
）の
第
42
回
世
界
遺
産
委
員
会（
６

月
24
日
か
ら
７
月
４
日
）で
６
月
30
日
、

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」（
長
崎
・
熊
本
）の
世
界
文
化

遺
産
へ
の
登
録
が
決
ま
っ
た
。日
本
で
は

22
件
目
の
世
界
遺
産
で
あ
る
。

　
今
号
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
６
月
28
日
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
彦

根
城
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
新
し
い

ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。掲
示
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」と
案
内
が
出
て
い
る
。（
彦
根

城
世
界
遺
産
登
録
推
進
課 tel.0749-26-5834

）。

２
０
２
４
年
の
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、こ
こ
２
〜
３
年
が
最
も
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
。各

事
業
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
こ
と
か
ら
始

め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提

出
す
る
世
界
遺
産
登
録
推
薦
に
は「
包
括

的
保
存
管
理
計
画
書
」を
添
え
て
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。包
括

的
保
存
管
理
計
画
書
へ
の
記
載
内
容
の

中
に「
運
営
体
制
の
整
備
」と
い
う
項
目

が
あ
る
。

● 

地
域
住
民（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
積
極

　
的
に
関
わ
れ
る
し
く
み

● 

地
域
住
民
の
参
加
・
支
援
の
し
く
み

● 

地
域
住
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働

な
ど
、地
域
住
民
と
世
界
遺
産
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
２
０
１
２
年
11
月
、京
都
で
世
界

遺
産
条
約
採
択
40
周
年
記
念
最
終
会
合

に
お
い
て
、「
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」と
題
す
る

成
果
文
書
が
発
表
さ
れ
た
。そ
の
中
で
、

住
民
自
治
会
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

伝
統
的
な「
地
域
社
会
」の
ほ
か
、民
間
企

業
、大
学
な
ど
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ

た「local com
m
unities

」が
地
域
に

お
け
る
文
化
遺
産
保
護
の
担
い
手
と
し

て
、積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
及
し
て
い
る
。「local com

m
uni-

ties

」の
積
極
的
な
関
与（
盛
り
上
が
り
）

が
必
須
な
の
だ
。

　
彦
根
で
は「
彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
意

見
交
換
・
応
援
１
０
０
０
人
委
員
会
」の

設
立
、彦
根
商
工
会
議
所
が
会
場
と
な
っ

た「
世
界
遺
産
検
定
」が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
、考

え
て
み
た
い
。

■ 「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

　
ン
関
連
遺
産
」（
長
崎
・
熊
本
）

　
２
０
０
１
年「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界

遺
産
に
す
る
会
」と
い
う
民
間
の
団
体
が

発
足
し
、市
民
運
動
と
し
て
世
界
遺
産
に

と
い
う
活
動
が
芽
生
え
た
。当
初
、長
崎
に

教
会
群
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
れ
て
お
ら

ず「
長
崎
の
教
会
群
を
世
界
遺
産
に
す
る

会
」は
、様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、講
演
会
、

見
学
会
を
開
催
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
り

配
布
す
る
な
ど
、周
知
活
動
か
ら
の
取
り

組
み
だ
っ
た
。２
０
０
６
年
９
月
、文
化
庁

は
各
自
治
体
に
世
界
遺
産
候
補
と
な
る

遺
産
の
提
案
を
求
め
、長
崎
県
と
関
係
自

治
体
は
、先
行
す
る「
長
崎
の
教
会
群
を

世
界
遺
産
に
す
る
会
」の
活
動
に
乗
る
か

た
ち
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
整
理
し
、「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」に
つ

い
て
提
案
書
を
提
出
。そ
の
後
、紆
余
曲

折
は
あ
っ
た
が
世
界
の
専
門
家
の
助
言
を

と
り
入
れ
世
界
遺
産
登
録
に
成
功
し
た
。

　
長
崎
商
工
会
議
所
は
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
側
面
的
な
支
援
活
動
を
行
っ

て
き
た
。具
体
的
に
は
、特
別
委
員
会
メ

ン
バ
ー
、関
係
行
政
部
署
の
担
当
者
に
よ

る
視
察
研
修
、２×

５
メ
ー
ト
ル
の
看
板

を
会
議
所
前
に
設
置
、会
議
所
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
12
の
構
成
資
産
の
パ
ネ
ル
を

設
置
、世
界
遺
産
保
存
・
活
用
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
会
員
事
業
者
に

周
知
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

県
内
約
２
０
０
の
自
治
体
や
経
済
団
体

な
ど
で
つ
く
る「
世
界
遺
産
登
録
推
進
県

民
会
議
」（
県
民
会
議
の
会
長
は
長
崎
県

商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
・
事
務
局
は
長

崎
県
）が
主
導
す
る
か
た
ち
で
、長
崎
商

工
会
議
所
は
県
・
市
に
対
し
て
、交
通
体

系
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、観
光
ガ
イ
ド

の
充
実
、観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
受

入
体
制
を
要
望
し
て
い
る
。

■ 「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
跡
群
」（
群

　
馬
）

　
長
い
間
生
産
量
が
限
ら
れ
て
い
た
生
糸

の
大
量
生
産
を
実
現
し
た「
技
術
革
新
」

と
、世
界
と
日
本
と
の
間
の「
技
術
交
流
」

を
主
題
と
し
た
近
代
の
絹
産
業
に
関
す

る
遺
産
で
あ
る
。長
崎
と
同
じ
よ
う
に
文

化
庁
の
文
化
遺
産
公
募
が
契
機
と
な
り
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
文
化
遺
産
の
再
発

見
・
再
認
識
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
「
世
界
遺
産
は
、目
に
見
え
る
富
岡
製

糸
場
の
建
物
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
登
録
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、地
域
に

永
年
根
づ
い
て
き
た
養
蚕
・
製
糸
の
伝
統

を
再
認
識
し
、そ
れ
が
も
し
衰
退
し
よ
う

と
し
て
い
る
な
ら
、な
ん
と
か
残
す
努
力

を
市
民
レ
ベ
ル
で
し
て
こ
そ
、登
録
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
気
運
も
広
ま
っ

て
き
た
。世
界
遺
産
の
持
つ
意
義
の
一
端

が
、少
し
ず
つ
理
解
さ
れ
始
め
た
の
で
あ

る
」と
、佐
滝
剛
弘
氏
は
著
書『「
世
界
遺

産
」の
真
実
ー
過
剰
な
期
待
、大
い
な
る

誤
解
』（
祥
伝
社
新
書
２
０
０
９
）で
記
し
て

い
る
。

　
市
民
運
動
は「
富
岡
製
糸
場
を
愛
す
る

会
」が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。こ
の
会
は

１
９
８
７
年
富
岡
製
糸
場
が
操
業
を
停

止
し
た
翌
年
、地
元
の
貴
重
な
財
産
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、富
岡
製
糸
場
の
価

値
を
伝
え
、市
民
の
知
恵
を
結
集
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、有
志
20
名
が
市
内

外
・
各
地
で
学
習
会
・
講
演
会
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。２
０
０

３
年
、同
好
会
的
な
愛
護
活
動
か
ら
、世

界
遺
産
登
録
支
援
活
動
へ
と
方
向
を
明

確
化
し
、現
在
の「
富
岡
製
糸
場
を
愛
す

る
会
」が
誕
生
す
る
。２
０
０
４
年
、「
し

の
の
め
信
用
金
庫
」が
地
元
の
振
興
支
援

と
し
て
会
の
事
務
局
を
務
め
、組
織
体
制

が
整
備
さ
れ
た
。２
０
０
７
年
１
月
、ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
記
載

以
降
、会
員
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て

い
っ
た
。

■ 「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」（
大
阪
）

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
、行
政
だ
け
で

な
く
多
く
の
人
々
が
理
解
を
深
め
、一
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
、「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
を
応
援

す
る
堺
市
民
の
会
」が
発
足
さ
れ
た
。事

務
局
は
堺
商
工
会
議
所
が
担
っ
て
い
る
。

（http://w
w
w
.sakai-sekaiisan.com

）

　
１
年
を
通
し
て
、様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や

催
し
物
を
企
画
し
、会
員
に
は
、そ
の
都

度
、お
知
ら
せ
が
届
く（
会
費
は
無
料
）。

発
起
人
に
堺
商
工
会
議
所
会
頭
、堺
市
自

治
連
合
協
議
会
会
長
、南
大
阪
地
域
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事
長
、堺
市
文
化
振

興
財
団
理
事
長
が
名
を
連
ね
て
い
る
。設

立
趣
意
書
に
は
、「
古
墳
群
の
貴
重
な
歴

史
的
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
改
め
て
認

識
し
、大
切
に
守
り
遺
し
て
い
こ
う
と
す

る
気
持
ち
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

で
あ
る
と
し
、「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の

価
値
が
、日
本
の
み
な
ら
ず
、広
く
世
界

の
貴
重
な
財
産
と
し
て
多
く
の
人
々
に

理
解
さ
れ
、大
切
に
保
全
さ
れ
、未
来
後

世
の
人
々
に
き
ち
ん
と
継
承
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
、世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
の

意
義
で
あ
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
遺
産

登
録
を
応
援
す
る
堺
市
民
の
会
」の
活
動

は
、当
所
に
参
考
に
な
る
に
違
い
な
い
。

■ 「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産

　
群
」（
新
潟
）

　
佐
渡
島
内
の「
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す

る
会
」、県
民
有
志
で
つ
く
る「
佐
渡
を
世

界
遺
産
に
す
る
新
潟
の
会
」、佐
渡
出
身
者

ら
に
よ
る「
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首

都
圏
の
会
」が
活
動
を
活
発
化
し
て
い
る
。

　　
２
０
０
６
年
、文
化
庁
が
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
追
加
記
載
す
る
文
化
遺
産
を

地
方
公
共
団
体
に
提
案
を
求
め
た
こ
と

で
、ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、郷
土
の
歴

史
を
再
発
見
し
、文
化
や
文
化
財
を
守
ろ

う
と
い
う
市
民
運
動
の
萌
芽
に
繫
が
っ
て

い
く
。世
界
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
の
集
客
力
と

文
化
財
保
護
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
な
が

ら
、「local com

m
unities

」は
世
界
遺

産
都
市
の
未
来
予
想
図
を
描
き
、様
々
な

か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
く
の
だ
。

　
１
９
９
２
年
、日
本
が
世
界
遺
産
条
約

に
批
准
し
た
と
き
、彦
根
城
は
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
、彦
根
市
は「local 

com
m
unities

」が
積
極
的
に
関
与
す

る
機
会
を
逃
し
た
。２
０
２
４
年
ま
で
に

登
録
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
今
、「
彦
根
城
を
世
界
遺
産
に
！
」

を
冠
に「local com

m
unities

」が
立

ち
上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。一
か
ら
の
出

発
で
は
な
い
。郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、歴

史
を
再
発
見
し
、文
化
や
文
化
財
を
守
ろ

う
と
い
う
市
民
運
動
は
、彦
根
に
は
既
に

数
多
く
存
在
し
活
動
を
続
け
て
い
る
。２

０
２
４
年
に
照
準
を
合
わ
せ
、世
界
遺
産

登
録
後
の
彦
根
を
考
え
、知
恵
を
使
い
、透

明
性
を
も
っ
た
謙
虚
な
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、彦
根
の

「local com
m
unities

」と
し
て
次
の

段
階
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
現
在
、「
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組

を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の

製
作
お
よ
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
作
成
業
務
委

託
事
業
者
の
募
集
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

ロ
ゴ
、ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
ま
り
、彦
根
城
の

「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」が
示
さ
れ
れ
ば

「local com
m
unities

」の
活
動
は
一

気
に
加
速
す
る
に
違
い
な
い
。

　　

10
月
、「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
国
際
会
議

２
０
１
８
in
彦
根
」が「
城
塞
と
都
市
の

防
御
」を
テ
ー
マ
に
、10
月
23
日
か
ら
26

日
の
４
日
間
、ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
を

主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
はInter-national Scientific 

C
om
m
ittee for Fortification and 

M
ilitary H

eritage

の
頭
文
字
、ア
イ
コ

フ
ォ
ー
ト
と
読
み
、城
塞
・
軍
事
遺
産
国
際

学
術
委
員
会
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
統
治
や
都
市
の
理
念
を

具
現
す
る
城
と
城
下
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、滋
賀
県
立

大
学
の
中
井
均
教
授
も
登
壇
さ
れ
る
予

定
で
、特
に
彦
根
市
民
の
た
め
の
も
の
で

も
あ
り
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。イ
ヤ

フ
ォ
ン
を
付
け
同
時
通
訳
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
言
語
に
関
し
て
は
心
配

す
る
こ
と
は
な
い
。ま
た
、手
続
き
は
必

要
だ
が
学
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、日
本
建
築
文
化
保
存
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は「
開
催
地
の
彦
根

は
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
彦
根
城
天
守
を
核

と
す
る
城
下
町
で
、現
在
、ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
候
補
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、日
本
人
に
は
井
伊
家
の
居
城
、あ
る

い
は
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
ふ
る
さ
と
と
い
っ
た

方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
彦
根
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。世
界
に
は
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
候
補
と
知
ら
れ
て
い

る
が
、国
内
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
に
参

加
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
も「
井

伊
家
の
居
城
、ひ
こ
に
ゃ
ん
の
ふ
る
さ
と
」

な
の
で
あ
る
。国
内
に
お
け
る
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
彦
根
城
と
城
下
の
世
界
的

存
在
に
対
す
る
認
知
度
の
低
さ
と
圧
倒
的

な
広
報
不
足
を
感
じ
る
。

　
今
後
、「local com

m
unities

」の
活

動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

提
言
」（
２
０
１
７

年
11
月
27
日
）で
広
報
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、ALL H

IKO
N
E

で
取

り
組
む
内
外
へ
の
広
報
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
情
報
を
共
有
す
る
広
報（
ス
ピ
ー
ド
・

タ
イ
ミ
ン
グ
・
透
明
性
・
拡
散
力
）が
必
要

で
あ
る
。勿
論
、知
恵
と
郷
土
を
愛
す
る

圧
倒
的
な
熱
量
を
持
っ
た
実
行
力
と

「local com
m
unities

」と
の
協
働
が

必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。更
に

付
け
加
え
る
な
ら
、世
界
に
向
け
て
彦
根

加
速
せ
よ
！

城
の「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。知
恵

は
経
験
と
知
識
と
発
想
力
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
が
、先
進
地
に
真
摯
に
学
ぶ

の
が
近
道
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、富
岡
市
国
際
交
流
員
ダ
ミ
ア

ン
・
ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏
は
、世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
で
、海
外
客

向
け
の
ガ
イ
ド
や
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
翻

訳
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
情
報
発

信
を
任
さ
れ
て
い
る
。ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏
は

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
用
者
で
あ
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
は「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青

年
招
致
事
業
」（The Japan Exchange

and Teaching Program
m
e

）の
略
称

で
、地
方
自
治
体
が
総
務
省
、外
務
省
、文

部
科
学
省
及
び
一
般
財
団
法
人
自
治
体

国
際
化
協
会（C

LA
IR

）の
協
力
の
下
に

実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
彦
根
な
ら
ば
、ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連

Inform
ation Activities

合
と
の
協
働
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。今
後
、彦
根
城
の「
顕
著
で
普
遍

的
な
価
値
」を
多
言
語
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る「
ヘ
リ
テ
イ
ジ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
文
化
遺
産
の
通
訳
）」が
不

可
欠
に
な
る
の
は
明
ら
か
な
の
だ
。

　
　

　
か
つ
て
、上
原
恵
美
氏（
元
滋
賀
県
立

芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
館
長
・
京
都
橘

大
学
文
化
政
策
学
部
教
授
）は
、彦
根
市

で
の
講
演
で
、美
し
い
ま
ち
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。「
一
つ
、美
し
い
ま

ち
と
は
寄
り
合
い
が
盛
ん
で
あ
る
ま
ち

で
あ
る
こ
と｣

「
二
つ
、若
い
人
が
活
発
に

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
ま
ち
で
あ

る
こ
と
」「
三
つ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん

で
あ
る
こ
と
」。

　
世
界
文
化
遺
産
に
相
応
し
い
彦
根
城

と
そ
の
城
下
は
、美
し
い
ま
ち
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

tel.0749-26-5834
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書院東庭（彦根市指定文化財）

▶三重塔初層内陣▶佐和山城合戦図絵馬 部分（西明寺蔵）

▶御前立秘仏 薬師瑠璃光如来立像（秘仏）
御厨子の左右の扉には、井伊家の家紋である橘紋と井筒
紋が入っている

文
化
的
景
観

書院東庭（彦根市指定文化財）

Treasure Hunting
OHMI

其
の
六  

龍
應
山  

西
明
寺

虎
に
乗
っ
た
薬
師
如
来

　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
六
は
湖
東
三
山
の
ひ
と
つ「
西
明
寺
」。

２
０
１
５
年
、ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
専

門
放
送
局
・
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
特
集
に
お

い
て
、厳
島
神
社（
広
島
）、金
閣
寺（
京
都
）

と
な
ら
び「
日
本
の
最
も
美
し
い
場
所
31

選（Japan’s 31 m
ost beautiful places

）」に

選
ば
れ
た
鎌
倉
時
代
の
面
影
を
残
す
日
本

の
代
表
的
な
古
刹
で
あ
る
。中
野
英
勝（
え

い
し
ょ
う
）住
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
彦

根
商
工
会
議
所
青
年
部
の
上
川
悟
史
さ
ん

が
担
当
し
た
。

上
川
悟
史
さ
ん　
昨
年
は
、国
宝・彦
根
城

築
城
４
１
０
年
祭
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

御
前
立
秘
仏
の「
虎
薬
師
」を
特
別
に
御
開

帳
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
野
英
勝
住
職　
彦
根
藩
第
４
代
井
伊
直

興
公
が
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、正
式
に
は

「
御
前
立
秘
仏 

薬
師
瑠
璃
光
如
来
立
像
」

と
い
い
ま
す
。虎
に
乗
っ
た
お
姿
で「
虎
の

強
い
生
命
力
で
病
を
平
癒
し
て
欲
し
い
と

願
っ
た
」と
伝
わ
り
ま
す
。仏
像
は
、如
来

部
、菩
薩
部
、明
王
部
、天
部
と
分
か
れ
ま

す
が
、如
来
部
の
仏
が
動
物
に
乗
っ
て
い

る
姿
は
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。国
宝・

彦
根
城
築
城
３
９
０
年
祝
祭
の
と
き
は
、

１
０
０
年
ぶ
り
に
開
帳
し
ま
し
た
が
、４

１
０
年
祭
に
も
何
か
ご
協
力
で
き
な
い
か

と
思
い
御
開
帳
を
決
心
し
ま
し
た
。

上
川
さ
ん　
直
興
公
は
、元
禄
元
年（
１
６

８
８
）、綱
吉
か
ら
日
光
東
照
宮
修
復
普
請

の
惣
奉
行
を
命
じ
ら
れ
、甲
良
宗
廣
を
大

棟
梁
に
登
用
し
た
人
物
で
、甲
良
に
は
ご

縁
が
あ
り
ま
す
ね
。ま
た
、直
興
公
に
は
多

く
の
お
子
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、ほ
と
ん

ど
が
夭
折
し
、自
身
も
体
が
丈
夫
で
は
な

か
っ
た
た
め
、病
の
平
癒
を
願
い「
虎
薬

師
」を
寄
進
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か…
…

。

中
野
住
職　
薬
師
如
来
は
現
世
利
益
の
仏

で
す
。家
督
を
譲
っ
た
息
子
も
次
々
に
亡

く
な
り
、「
虎
薬
師
」か
ら
直
興
公
の
切
実

な
願
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、本
堂
で
は「
佐
和
山
城
合
戦
図
絵

馬
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。石
田
三
成
フ
ァ

ン
の
方
に
は
興
味
深
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。元
禄
15
年（
１
７
０
２
）に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で「
源
平
合
戦
図
絵
馬
」と

対
に
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
画
家
の
上
田

道
三
氏
が
彦
根
史
談
会
の『
彦
根
郷
土
史

研
究
』（
第
10
号 

１
９
６
５
）に
執
筆
さ
れ
た

『
西
明
寺
絵
馬
の
一
考
察 

佐
和
山
藩
城
絵

物
語
の
図
と
推
定
し
て
』で
話
題
に
な
り

ま
し
た
。絵
馬
に
は
五
層
の
佐
和
山
城
天

守
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。上
田
氏
は
こ
の

絵
馬
を
佐
和
山
落
城
時
の
戦
死
者
を
弔
う

た
め
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、井
伊
家
に

憚
り
、佐
和
山
城
合
戦
の
絵
馬
を
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
に
源
平
合
戦
図
絵
馬

と
対
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

い
ま
す
。

上
川
さ
ん　
西
明
寺
は
仁
明
天
皇
の
勅
願

に
よ
り
承
和
元
年（
８
３
４
）三
修
上
人
に

よ
っ
て
開
基
さ
れ
、お
お
よ
そ
１
２
０
０

年
。織
田
信
長
の
兵
火
の
後
、荒
廃
し
ま
す

が
、江
戸
時
代
に
入
り
、天
海
大
僧
正
、公

海
大
僧
正
の
尽
力
と
、望
月
友
閑
が
私
財

を
な
げ
う
っ
て
西
明
寺
を
復
興
し
ま
す
。

中
野
住
職　
国
指
定
名
勝
の「
西
明
寺
庭

園
」は
、望
月
友
閑
が
西
明
寺
復
興
の
記
念

に
、小
堀
遠
州
の
作
庭
を
参
考
に
造
っ
た

庭
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
よ
う

に
、織
田
信
長
の
兵
火
を
ま
ぬ
が
れ
た
、鎌

倉
時
代
初
期
に
建
立
さ
れ
た
本
堂
、三
重

塔
は
国
宝
。本
堂
は
、中
尊
寺
金
色
堂
や
南

大
門
、法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
五
重
塔
と
同

じ
く
国
宝・第
一
号
指
定
で
す
。本
尊
薬
師

如
来
立
像（
秘
仏
）、広
目
天
、多
聞
天
は
国

の
重
要
文
化
財
。三
重
塔
初
層
内
陣
の
壁

画
は
、平
成
14
年（
２
０
０
２
）、国
宝
建
造

物
と
は
別
に
美
術
工
芸
部
門
と
し
て
国
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。鎌
倉

時
代
の
も
の
と
し
て
は
国
内
唯
一
の
壁
画

で
、大
日
如
来
像
の
周
囲
に
立
つ
四
天
柱

に
は
32
の
菩
薩
像
が
描
か
れ
曼
荼
羅
を
構

成
し
、壁
面
の
８
枚
の
絵
は
天
台
宗
の
重

要
経
典「
法
華
経
」の
主
要
な
場
面
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。純
度
の
高
い
岩
絵
の
具
を

使
い
、極
彩
色
の
荘
厳
な
世
界
を
表
現
し

た
も
の
で
す
。

上
川
さ
ん　
西
明
寺
は
国
宝
・
重
文
の
宝

庫
で
す
ね
。春
・
秋
・
冬
と
花
咲
く
不
断
桜

（
県
指
定
天
然
記
念
物
）、紅
葉
の
美
し
さ

な
ど
、秀
逸
な
近
江
の
歴
史
、自
然
、愉
し

み
が
西
明
寺
に
は
あ
り
ま
す
。

　
世
界
の
人
々
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

紅
葉
は
勿
論
見
事
で
す
が
、私
は
５
月
か

ら
今
頃
の
緑
に
映
え
る
西
明
寺
が
大
好
き

で
す
。国
道
３
０
７
号
沿
い
の
山
門
か
ら

登
る
と
、参
道
の
両
側
に
石
垣
が
あ
り
、苔

で
覆
わ
れ
た
平
地
が
段
々
と
続
き
、「
近
江

の
苔
寺
」と
呼
ば
れ
て
い
る
の
も
納
得
で

す
。か
つ
て
17
の
諸
堂
・３
０
０
の
僧
坊

が
、焼
き
討
ち
の
烈
火
に
巻
き
込
ま
れ
た

こ
と
を
想
う
と
、本
堂
、三
重
塔
、二
天
門

が
遺
っ
た
の
は
奇
跡
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
野
住
職　
清
浄
な
空
気
と
降
り
積
も
る

苔
生
す
時
の
流
れ
を
感
じ
る
か
ら
で
し
ょ

う
。私
の
生
活
は
こ
の
寺
に
あ
り
ま
す
。天

台
宗
の
日
頃
の
修
行
に「
一
、掃
除（
作

務
）・
二
、看
経
・
三
、学
問
」が
あ
り
ま
す
。

隅
々
ま
で
、掃
除
や
手
入
れ
、修
繕
を
す
る

こ
と
で
、「
身
心
安
楽
」の
世
界
を
西
明
寺

で
創
造
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。及
ば

な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
結
果
、

神
聖
さ
や
凜
と
し
た
寺
の
雰
囲
気
が
保
た

れ
ま
す
。

　
仏
教
語
と
し
て
は「
身
心
」と「
身
」を
先

に
書
き「
し
ん
じ
ん
」と
読
み
ま
す
。薬
師

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
池
寺
26

ｔ
ｅ
ｌ
・
０
７
４
９-

３
８-

４
０
０
８

如
来
は
修
行
時
代
に
、自
分
が
悟
り
を
得

た
と
き
に
は
、す
べ
て
の
人
々
を
迷
い
や

苦
し
み
か
ら
救
い
、真
の
悟
り
に
導
き
た

い
と
い
う「
12
の
大
願
」を
た
て
ら
れ
ま
し

た
。特
に
第
６
・
第
７
の
大
願
は「
病
を
悉

（
こ
と
ご
と
）く
除
き
、身
心
を
安
楽
に
す

る
」と
い
う
薬
師
如
来
の
特
徴
を
最
も
よ

く
現
す
も
の
で
す
。薬
学
の
発
達
し
た
現

代
は
、身
体
は
健
康
で
も
心
の
病
に
悩
む

人
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で

は「
心
身
安
楽
」、現
世
利
益
の
薬
師
如
来

は「
心
」を
先
に
癒
や
す
こ
と
を
願
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
西
明
寺
は
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、国
宝
の
建
物
や
重
要
文

化
財
の
仏
像
が
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な

い
、紅
葉
や
お
庭
が
美
し
い
の
で
は
な
い
。

湖
東
の
山
麓
の
西
明
寺
と
い
う「
身
心
安

楽
」を
創
造
し
よ
う
と
す
る
境
内
に
あ
る

か
ら
素
晴
ら
し
く
、美
し
い
の
だ
と
訪
れ

る
人
々
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
し
て「
心
身
安
楽
」を
得
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

上
川
さ
ん　
世
界
遺
産
に
は「
文
化
的
景

観
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。「
自
然
と

人
間
の
共
同
作
品
」と
い
う
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。ご
住
職
は
薬
師
如
来（
身

心
安
楽
）の
文
化
的
景
観
を
創
造
し
よ
う

と
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
安
直
に
集
客
や
観
光
戦
略
を
口

に
し
ま
す
が
、そ
の
前
に
、考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

当
た
り
前
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う

で
す
。

中
野
住
職　
藤
沢
周
平
の
小
説『
蝉
し
ぐ

れ
』が
映
画
化
さ
れ
、２
０
０
４
年
７
月
15

日
、西
明
寺
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。藤

沢
作
品
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、「
日
本
人
の

気
高
さ
」 

が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。凜
と
し
た
日
本
の
気
高

い
空
気
を
纏
う
こ
と
で
、信
仰
の
心
が
呼

び
覚
ま
さ
れ
、結
果
と
し
て
再
び
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
。都
市
の
集
客
や
観
光
も
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
国
宝
・
重
文
の
宝
庫
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※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成30年４月26日～平成30年６月７日 会員数1627件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

人材サービス事業、施設管理事業 堀本　榮一
土木工事業 岸本　匠平

観光・サービス
建設業 大匠産業 彦根市日夏町2750-25

古河ライフサービス㈱滋賀事業所 犬上郡甲良町尼子1000
観光・サービス ㈱アズーロ 飲食業（ジェラート・菓子の製造販売） 青池　貴司 彦根市銀座町4-27
観光・サービス 台湾料理　銭記 飲食業 窪田　明彦 彦根市後三条町260-2
観光・サービス ㈱シー・オー・エム 飲食業、サービス業 澤田　正博 彦根市西今町1番地
交通運輸 ㈱コンバース 車両販売 川浦　佳明 彦根市河原3丁目5-6

　
６
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
６
月
７
日（
木
）

当
所
に
て
、常
議
員
13
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木

村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。議
案（
１
）

新
入
会
員
７
件
の
承
認
、（
２
）彦
根
商
工
会
議

所
就
業
規
則
及
び
再
雇
用
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、志
賀
谷
専
務
理
事
か
ら
説
明
の
後
、議

長
が
諮
り
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、（
３
）

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、（
４
）〜（
12
）平
成
29

年
度
一
般
会
計
、中
小
企
業
相
談
所
会
計
、役
職

員
退
職
給
与
積
立
金
会
計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維

持
積
立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、労

働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共
済
事
業
会
計
、別
途

積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
収
支
決
算
に
つ
い
て

志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川
事
務
局
長
よ
り
説
明

の
後
、川
村
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、議
長

が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と

し
て
、（
１
）彦
根
商
工

会
議
所
理
財
部
会
副
部

会
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

（
２
）部
会
・
委
員
会
等

に
つ
い
て
、（
３
）そ
の

他
に
つ
い
て
、専
務
理

事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
に
つ
い
て
審
議

―

常
議
員
会―

8月13日（月）から8月15日（水）まで商工会議所業務を休業させていただきます。
なお、業務は8月16日（木）午前8時30分より始めさせていただきます。

商工会議所業務
夏季休業のお知らせ

　
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会（
片
岡

哲
司
部
会
長
）は
、５
月
16
日
に
当

所
に
て
８
名
が
出
席
し
て
所
属
議

員
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
部
会
長
挨
拶
の
後
、昨
年
度
部

会
活
動
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
、

当
所
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
志
賀
谷
専
務
理
事
よ
り
説
明
。

続
い
て
今
年
度
部
会
活
動
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、小
売
商
業
部
会
と

の
共
催
で
視
察
研
修
会
、勉
強
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
終

了
と
な
り
ま
し
た
。主
な
意
見
は

次
の
通
り
。

・
商
売
の
変
革
が
著
し
い
が
、こ
れ

　

ま
で
以
上
に
お
客
様
ニ
ー
ズ
の

　

把
握
が
必
要

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
や
は
り
イ

　

ン
ス
タ
対
応
が
欠
か
せ
な
い

・
世
界
遺
産
登
録
推
進
に
は
今
後

　

の
地
域
の
街
づ
く
り
も
含
め
て

　

検
討
す
べ
き

・
商
売
の
差
別
化
は
異
業
種
の
話

　

が
ヒ
ン
ト
に
な
る

・
ビ
ワ
イ
チ
客
が
徐
々
に
増
え
て

　

き
た
。
当
市
で
も
本
腰
を
入
れ

　

て
取
り
組
む
べ
き

・
各
種
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
行

　

政
・
業
界
団
体
・
民
間
が
三
位
一

　

体
に
な
り
取
り
組
む
べ
き

合
同
事
業
を
企
画

―

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
／
小
売
商
業
部
会―

　
小
売
商
業
部
会（
安
居
秀
泰
部

会
長
）は
、５
月
24
日
に
当
所
に
て

９
名
が
出
席
し
て
所
属
議
員
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
部
会
長
、木
村
部
会
担
当
副
会

頭
挨
拶
の
後
、昨
年
度
部
会
活
動
、

当
所
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
事
務
局
よ
り
報
告
。続
い
て

今
年
度
部
会
活
動
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
と

の
共
催
で
勉
強
会
、視
察
研
修
会

等
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
終

了
と
な
り
ま
し
た
。主
な
意
見
は

次
の
通
り
。

・
各
種
行
催
事
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催

　

す
る
だ
け
で
は
な
く
連
携
に
よ

　

る
相
乗
効
果
も
考
え
る
べ
き

・（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

　

所
有
フ
ー
ド
カ
ー
の
有
効
活
用

・
空
き
店
舗
情
報
の
集
約

・
業
界
に
活
力
を
与
え
る
事
業
の

　

開
催

・
意
見
交
換
・
情
報
交
換
の
場
を

　

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
良

　

い
意
見
・
知
恵
も
出
る

　
理
財
部
会（
四
方
清
文
部
会
長
）

は
、去
る
５
月
29
日
当
所
に
て
、部

会
員
61
人（
委
任
状
含
む
）が
出

席
の
も
と
総
会
を
開
催
し
、副
部

会
長
の
辞
任
に
伴
う
後
任
に
沼
尾

護
氏（
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
理
事

長
）を
選
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
の
部
会
事
業
と
し

て
、９
月
13
〜
14
日
、当
所
創
立
80

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
予

定
の
視
察
研
修
会（
島
根
県
松
江

市
方
面
）へ
の
参
加
と
、年
内
に

「
消
費
税
低
減
税
率
の
導
入
」を

テ
ー
マ
に
事
業
者
の
対
応
に
つ
い

て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

確
定
次
第
本
誌
に
て
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

副
部
会
長
に
沼
尾 

護
氏（
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
理
事
長
）を
選
任

〜
今
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
〜

―

理
財
部
会―

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会  

コ
ン
ペ

５
月
16
日　
タ
ラ
オ
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
開
催

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

５
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

所
属
議
員
懇
談
会

５
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

企
画
検
討
会

５
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

囲
碁
同
好
会  

例
会

５
月
18
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

５
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ゆ
か
た
ま
つ
り
部
会

５
月
21
日　
当
所
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

式
典
部
会

５
月
21
日　
当
所
に
て
開
催

滋
賀
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

５
月
22
日・
29
日・６
月
５
日・
12
日

当
所
に
て
開
催

近
江
美
食
研
究
会

５
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

小
売
商
業
部
会  

所
属
議
員
懇
談
会

５
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

企
画
委
員
会
コ
ン
テ
ン
ツ
部
会

５
月
25
日・６
月
６
日  

当
所
に
て
開
催

産
業
雇
用
情
報
交
換
会

５
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

理
財
部
会  

総
会

５
月
29
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
全
体
会
議

５
月
29
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

彫
琢
会  

幹
事
会

５
月
29
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

定
時
総
会
、講
演
会

５
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

当
所
創
立
80
周
年
実
行
委
員
会

講
演・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム・提
言
部
会

５
月
30
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
、常
議
員
会

６
月
７
日　
当
所
に
て
開
催

三
水
会　
定
例
会

６
月
８
日　
伽
羅
に
て
開
催

日
商
簿
記
検
定
試
験

６
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
事
務
局
会
議

６
月
13
日　
エ
コ
ー
ルW

O
O
D

館

に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会

６
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

平成29年度 一般会計収支決算書　（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
収入の部 （単位：円）

勘定科目 決算額
款 項

1.会費 62,471,158
1.会費 45,658,000
2.特別会費 6,534,658
3.事業特別会費 3,374,500

264,000
4.負担金 6,640,000
5.過年度会費

2.特定商工業者負担金 827,528
3.事業収入 51,254,894

4,167,817
7,369,288
8,000,000
10,571,315
5,799,700
1,583,950
11,059,476

29,596,406
2,703,348

4,466,142
12,030,018
200,000

1.検定事業収入
2.会報広告料
3.共済手数料
4.各種手数料
5.会館使用料
6.冷暖房料
7.会館賃貸料
8.テナント共益費

1.市交付金
2.市委託金
3.市補助金
4.市負担金

4.交付金
12,500,000

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業委託金

5.雑収入 1,696,713

400,246

1.預金利息 353
2.雑収入 1,696,360

合                      計 192,365,821

6.繰入金 18,000,000
7.繰越金 28,519,122 5.消費税軽減税率対策窓口

相談等事業費 369,680

1.一般事業費

2.委託補助対象事業費

16.空き店舗活用地域経済
　 活性化事業費

支出の部 （単位：円）
勘定科目 決算額款 項 目

1.事業費 54,915,783
43,652,981

0
2,779,199
189,340
1,664,246
2,415,723
2,374,018
6,518,913
720,000
280,008
274,546
4,296,905
550,000
400,000
99,750

1,767,369

5,425,437

11,262,802
6,575,782
420,000
2,837,340
1,060,000

2.部会活動費
3.委員会活動費
4.検定事業費
5.工業活動費
6.会員大会開催事業費
7.会報発行費
8.会報・書籍発行企画料
9.一般広報費
10.調査費

12.雇用対策費
11.法定台帳作成管理運用費

13.融合化事業費
14.会員募集費
15.ものづくり支援室

2,324,201
3,073,326

18.410年祭事業費
17.ジュニア育成事業費

8,500,00019.ライトアップ事業費

1.関係機関等との連絡会議費

2.雇用福利事業費
3.地場産業等支援事業費
4.夏まつり事業費

1.講演会等開催費

90,064,708
18,300,593
12,007,884
6,292,709
5,834,117
608,838
6,519,998
1,138,259
521,769
1,938,874
34,730
597,101
988,933
60,480
369,080
870,772

45,788,000
15,894,943
1,201,010

2,175,415
2,293,943
2,136,943
157,000
7,457,802
5,015,802
2,442,000
1,086,002
3,086,000
19,400,000

192,365,821合　　　　　計
24,899,330収  支  余  剰  金
167,466,491支　出　合　計

1.給与費

2.福利厚生費
3.旅費･交通費
4.事務費

5.家屋費

6.会議費
7.渉外･交際費

2.管理費

4.中小企業相談所特別会計繰出金
3.返還金

2.諸手当

1.通信運搬費
2.什器備品費

1.家屋管理費
2.保険料

28,692,0473.１階改装費

1.渉外費
2.交際費

8.公課分担金

9.雑費

1.分担金
2.租税公課

1.俸給

3.消耗品費
4.図書費
5.印刷費
6.事務機リース料
7.情報化推進費
8.車両維持管理費
9.事務諸費
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あわただしい日常に、ほんの少し自分と向き合う時間を
持ってみませんか？

参加したい回のみの受講も可!!

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

40名（定員になり次第締切）
入会金 5,000円・受講料 1回3,000円

定　員
費　用

T U G U M I

第４回　 7月21日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「名前を極める」

第5回　 9月22日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「オリジナルゴム印作成」

第6回　 10月20日（土） 会場未定
テーマ　 「日下部鳴鶴フィールドワーク」

第７回　 12月22日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「一年内観」

第8回　 1月19日（土） 彦根商工会議所4階大ホール
テーマ　 「書き初め」

第9回　 2月16日（土） 千代神社 参集殿
テーマ　 「つまみ細工」

第10回　 3月16日（土） 千代神社 参集殿
テーマ　 「奉納写経」

※年度途中のご入会（参加）も歓迎します。
※2016年度・2017年度にご入会された方は、入会金は不要です。

書家/継未-TUGUMI-代表 
前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

毎月１回第３土曜日  13：00～15：00
（8月・11月は休講、12月は第4土曜日）

　
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
限
ら
ず
多
く
の

方
々
が
苦
手
に
し
て
い
る
の
が「
名
前
」。

お
そ
ら
く
、今
ま
で
で
一
番
書
い
て
き
た
の

が「
名
前
」。に
も
関
わ
ら
ず
、皆
さ
ん
が
口

を
そ
ろ
え
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
名
前
が
苦
手
な
ん
で
す
。」

な
ぜ
そ
ん
な
に
名
前
が
苦
手
な
の
で
し
ょ

う
か
？
な
ぜ
人
生
で
一
番
書
い
て
き
た
は

ず
な
の
に
上
手
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
答
え
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。

「
た
く
さ
ん
書
い
て
も
上
手
く
な
ら
な
い
。」

そ
う
。た
く
さ
ん
書
い
て
も
ダ
メ
な
の
で
す
。

ど
う
ダ
メ
か
と
い
う
と
、あ
る
も
の
が
足
り

な
い
の
で
す
。

　
何
が
足
り
な
い
の
か
？

そ
れ
は
、「
意
識
」が
足
り
な
い
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
名
前
は
自
分
自
身
を
示
す
大

切
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
一
つ
。名

前
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、宮
崎
駿
監

督
が
制
作
さ
れ
た「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

に
も
あ
る
よ
う
に
と
て
も
辛
く
て
悲
し
い

こ
と
で
す
よ
ね
。自
分
自
身
を
証
明
す
る

も
の
。そ
の
一
つ
が
名
前
な
の
で
す
。

　
あ
な
た
に
は
、な
ぜ
そ
の
名
前
が
送
ら
れ

た
の
か
？
あ
な
た
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た

両
親
・
親
族
の
方
々
の
念
い（
お
も
い
）は

何
な
の
か
？

「
意
識
」し
て
名
前
を
書
い
て
み
る
と
、さ

ん
ざ
ん
書
い
て
き
た
自
分
の
名
前
が
ど
こ

か
少
し
違
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

　
で
は
、「
意
識
」す
る
と
は
、具
体
的
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
ま
ず
は
、「
丁
寧
に

書
く
こ
と
を
意
識
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

丁
寧
さ
に
は
念
い
が
込
め
ら
れ
ま
す
。

「
毎
回
毎
回
、名
前
な
ん
て
書
き
飽
き
た
よ

〜
。」と
い
っ
て
な
お
ざ
り
に
書
い
て
い
て

は
念
い
な
ん
て
込
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
殴
り
書
き
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
本
末
転
倒

で
す
。ま
ず
は
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
こ
の
先
は
、ぜ
ひ
彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道

塾
で…

…

。

７
月
は「
名
前
を
極
め
る
」

　

7月、事前に入塾申し込みをしていただいた方には、
前田鎌利師の直筆のお名前のお手本をお渡しします

寄
稿 

前
田
鎌
利
師

profile&concept
５歳より書を始め、東京学芸大学 教育学部 書道教員養成課程を卒業。
卒業後は書団体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業後、阪
神・淡路大震災を機に「つながる」ことの重要性を意識して携帯電
話販売会社へ就職。2000年に携帯電話が普及してきたのを見て通
信会社へ転職。
2010年にソフトバンクアカデミアに第一期生として所属し、初年
度首席の成績を修める。
2014年に独立起業し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。
書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop等を通じて日本の伝統
文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界へ継いで行く
事を志として刻み続ける。
また、ソフトバンクアカデミアの実績より、新たな念いの表現ツー
ルとしてプレゼンテーション講師も行う。

「書は刻む事である」
遥か太古の昔、人類は文字を骨に刻んでいた。 刻む事がその原点である。その後、用具は変
遷しながらも、洋の東西を問わず「書く」ことは実用として営まれてきた。そして、現代はテ
クノロジーの進化で、人類は「書く」ことから「入力」することに推移しつつある。 「書く」こ
との本質は刻む事。 それは、その時の心の揺れや念いを文字として書き留める事。私は刻み
続ける。

講師 磯田道史（いそだ・みちふみ）氏
　　  国際日本文化研究センター 准教授

主催  彦根商工会議所 （tel.0749-22-4551）   ・  共催   滋賀中央信用金庫（一社）近江ツーリズムボード

第１講   2018年9月1日（土）
「日本史から見た世界遺産、そして彦根」

会場  彦根商工会議所 4階大ホール（彦根市中央町３-８）
時間 16：30受付開始／17：00スタート

　ビジネス・暮らし・おもてなしに役立つ内容で、
彦根の歴史を多角的に学ぶ歴史講座シリーズ、いよ
いよスタート!!
　彦根城の世界遺産登録に向けて官民がそれぞれ
動き出す中、今回のヒストリア講座は少し視野を広
げて、日本史という切り口から世界遺産を俯瞰し、
彦根が日本史の中でどのような位置付けにあるの
か、磯田道史氏の独自の切り口で解説いただく講演
会を企画いたしました。ぜひご参加ください。

1970年岡山市生まれ。慶應義塾大学大学院卒。博士（史学）。茨城大学助教
授、静岡文化芸術大学教授などを経て、現在、国際日本文化研究センター准
教授。著書に『武士の家計簿』（新潮新書、新潮ドキュメント賞受賞、2010年
映画化）、『近世大名家臣団の社会構造』（文春学藝ライブラリー）、『殿様の通
信簿』（新潮文庫）、『江戸の備忘録』（文春文庫）、『龍馬史』（文春文庫）、『日本人
の叡智』（新潮新書）、『歴史の愉しみ方』（中公新書）、『歴史の読み解き方』（朝
日新書）、『天災から日本史を読みなおす』（中公新書）など多数。『無私の日本
人』（文春文庫）の一編「穀田屋十三郎」が2016年「殿、利息でござる！」とし
て映画化された。

しごと・くらし・おもてなしで役立つ！  彦根プレミアム塾

彦根ヒストリア講座
コーディネーター  谷口 徹 氏（元彦根市教育委員会文化財部長） 

Hikone-Historia 2018

●定員 200名  ●受講料 会員500円／非会員・一般700円／学生無料

●お問合せ tel.0749-22-4551　ホームページからの申込みも可 http://www.hikone-cci.or.jp/●

世界遺産から見た彦根

天
守
を
背
景
に

80
メ
ー
ト
ル
先
の
的
を
射
貫
く
! !

天候不順の場合、大会を中止する場合があります。
Facebook「彦根城眺遠的大会のページ」にて
ご確認ください。

13:00→15:0眺
遠
的
大
会

第
二
回 

彦
根
城

2018.9.9sun.

世界遺産暫定リスト登載の国宝・彦根城天守
を眺めながら、彦根藩の藩校「弘道館」近くの
第二郭保存用地で開催する射距離８０ｍの「彦
根城眺遠的大会」は全国的にも例のない大会
です。
今年は近畿・東海・北信越・中国・四国から
の300名の参加を見込み、新たに外国人の部
も設けます。
弓道体験コーナーもありますので、2024年の
国体弓道競技を開催する「弓と城のまち彦根」
で皆さんをお待ちしています。

●お問合せ  彦根市弓道連盟
   hikone_kyudo@yahoo.co.jp

2018.9.8 sat.13:00 ～ 15:00   public practice

会場　 彦根城大手前保存用地

SCHEDULE

2018.9.8 sat.
13：00→15：00　公開練習

2018.9.9 sun.
  9：30→  9：45　開会式
  9：50→10：05　矢渡
10：05→10：15　ひこにゃんの特別演武
10：15→16：00　競技
16：00→16：15　閉会式

主催　彦根市弓道連盟・彦根商工会議所・（一社）近江ツーリ
ズムボード ／主管　彦根市弓道連盟／後援　彦根市・彦根市
教育委員会・（公社）彦根観光協会・（一社）彦根市スポーツ協会・
滋賀県弓道連盟 ／ 協賛　（有）大倉弓具店盟

彦根商工会議所創立80周年記念事業

2018彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

2017年 新春特別講演会にて

観
覧
無
料
。係
員
の
指
示
に
従
っ

て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
の
弓
道
体
験
コ
ー

ナ
ー
は
、お
子
さ
ん
で
も
、ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。天
守
を

バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
ど
う
ぞ
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

部
会
順（
平
成
30
年
７
月
１
日
現
在
）

小
出 

英
樹

会
頭

㈱
キ
ン
ト
ー

代
表
取
締
役
会
長

夏
原 

平
和

副
会
頭

㈱
平
和
堂

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

木
村 

泰
造

中
川 

哲

副
会
頭

㈱
昭
和
バ
ル
ブ
製
作
所

代
表
取
締
役

志
賀
谷 

光
弘

彦
根
商
工
会
議
所

専
務
理
事

彦
根
市
中
央
町
３-

８

℡ 
２
２-

４
５
５
１

清
水 

克
己

常
議
員

㈱
清
水
鐵
工
所

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
安
清
町
４-

１
６

℡ 

２
２-

２
５
５
１

濵
口 

浩
一

常
議
員

宮
部
鉄
工
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
１
１
３
１

℡ 

２
２-

２
０
０
１

松
本 

隆

常
議
員

松
金
工
業
㈱

取
締
役
会
長

彦
根
市
金
沢
町
１-

１

℡ 

２
５-

４
６
１
１

副
会
頭

木
村
水
産
㈱

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
西
今
町
１

℡ 

２
３-

３
１
１
１

彦
根
市
後
三
条
町
７
２
５

℡ 

２
２-

１
７
７
５

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

３
０

℡ 

２
２-

７
９
７
１

彦
根
市
小
泉
町
１
５
５-

９

℡ 

２
２-

４
５
４
５

彦根で生まれて今年で61周年。
平和堂はこれからも「地域社会
のお役に立つ会社」であり続け
るために、より一層努力をしてま
いります。

テーブルウェアのイノベーター
として、「モダン＆シンプル」を
デザインコンセプトとして、世界
のマーケットに挑戦しています。

淡海の食文化を追求し、その恵み
をかたちにすることで地域社会
に貢献できるよう努力しており
ます。

私達は美しい自然環境を守るた
めに、当社のビジネス活動を通
じて、現在と未来の地球に貢献
します。

暑中お見舞い申し上げます。
創立80周年を迎え、地域の元気
に向けて職員の能力向上に努め
てまいります。

かけがえのない豊かな水環境を
次世代に引き継ぐため、水道バル
ブメーカーとして独自の技術で
社会に貢献できるよう努めてい
ます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

工場の５ヶ年間設備投資・10億
円も最後の年になりました。創業
75年、今後100年に向けて、働い
て良かった、取引して良かった、松
金工業として頑張ります。

木
ノ
内 

理
博

常
議
員

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

ビ
ュ
ー
テ
ィ・リ
ビ
ン
グ
事
業
部

彦
根
工
場  

工
場
長

彦
根
市
岡
町
３
３

℡ 

２
７-

０
４
２
４（
代
）

昭和37年操業以来、ウェルネス
家電をご提供しています。今後
もお客様や地域の皆様との絆を
深め、ご満足頂ける商品創出に努
めます。

宮
川 

孝
昭

常
議
員

㈱
永
樂
屋

代
表
取
締
役

彦
根
市
芹
中
町
４
０

℡ 

２
２-

１
４
６
６

中
居 

隆
幸

常
議
員

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
滋
賀
工
場

工
場
長

犬
上
郡
多
賀
町
敏
満
寺

１
６
０
０

℡
４
８-

１
２
１
１

泉 

藤
博

常
議
員

㈱
イ
ズ
ミ

代
表
取
締
役

彦
根
市
駅
東
町
１
１-

５

℡ 

２
３-

９
０
８
８

中
川 
明

常
議
員

㈱
太
陽

取
締
役
会
長

彦
根
市
小
泉
町
３
４-
６

℡ 

２
４-

３
３
０
０

田
附 

弘

常
議
員

㈱
田
附
工
務
店

代
表
取
締
役

彦
根
市
高
宮
町
１
３
４
４-

２

℡
２
２-

２
４
３
７

谷 

節
雄

常
議
員

谷
庄
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
古
沢
町
４
９
４

℡ 

２
２-

６
３
９
６

髙
木 

淳
一

常
議
員

㈱
髙
木
造
園

代
表
取
締
役

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
７
８

℡ 

２
４-

２
８
２
８

彦根城下で育まれてきた、お仏壇
造り一筋に198年。これからも、地
場産業で地域活性化を担っていけ
るよう取り組んでまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
ビールのおいしい季節が到来し
ました。キリンは、一番搾り・午
後の紅茶等で皆様に喜びをお届
けします。

伝統に裏付けられた技術をベー
スに夢を形にするのが私たちの
仕事です。「笑顔に逢いたい」を
モットーに地域の皆様に貢献い
たします。

「人と緑を技（ぎじゅつ）でつな
ぐ」という使命感を持って、心の
ゆとりと安らぎを提供すべく、こ
れからも庭造り・街創りに取り
組んでいきます。

一
圓 

外
志
夫

常
議
員

一
圓
テ
ク
ノ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

１
０

℡ 

２
２-

７
９
７
４

暑中お見舞い申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く
御礼申し上げます。酷暑の折、皆様
のご無事息災をお祈り申し上げ
ます。

熊
川 

忠

常
議
員

㈱
滋
賀
原
木

専
務
取
締
役

彦
根
市
西
沼
波
町
１
７
５-

１

℡ 

２
２-

４
７
７
１

昭和37年創業以来、木材・建材
の販売を中心に、住宅相談窓口
「じゅうmado」など、地域に根ざ
した事業を展開しています。

船
谷 

昭
夫

常
議
員

大
阪
ガ
ス
㈱
滋
賀
東
支
社　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
地
区
支
配
人

彦
根
市
大
東
町
１
２-

１
１

℡ 

２
２-

９
４
０
１

ご家庭から業務用・産業用まで、天
然ガスと電気もお送りします。省エ
ネで安心・安全なまちづくりを目指
します。

安
居 

秀
泰

常
議
員

ト
ラ
ヤ
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
銀
座
町
５-

４

℡ 

２
２-

５
８
２
１

藤
田 

武
史

常
議
員

㈲
い
と
重
菓
舗

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
３-

３
７

℡ 

２
２-

６
０
０
３

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

暑中お見舞い申し上げます。
総合不動産業を通し、お客様に
喜んで頂き、地域社会の発展に
貢献する為、より一層邁進して
参ります。

和紙の専門メーカーとしてイン
テリア和紙をはじめ襖紙・壁紙
など豊富な経験を生かしたご提
案ができます。お気軽にご相談
ください。

おかげさまで創業65周年。「あり
がとうございます」をモットー
にお客様にご満足いただけるよ
う努力してまいります。

期間限定で一件あたり5,400円
以上の商品配送の送料無料キャ
ンペーン中です。御中元には彦根
と共に二百年の当店の御菓子を
どうぞ。

宮
脇 

国
雄

常
議
員

美
成
産
業
㈱

代
表
取
締
役
専
務

彦
根
市
後
三
条
町
１
３
８

℡ 

２
２-

０
３
７
１

当社は下着のネット販売をして
います。アイテム、サイズやカ
ラーも豊富に取り揃えています。
是非お気に入りの商品を見つけ
てください。
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上
田 

健
一
郎

常
議
員

㈱
千
成
亭

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
平
田
町
８
０
８

℡ 
２
６-

２
２
９
９

片
岡 

哲
司

常
議
員

㈲
双
葉
荘

味
覚
の
宿 

双
葉
荘

代
表
取
締
役

彦
根
市
松
原
町
綱
代
口
１
３
７
７

℡ 

２
２-

２
６
６
７

一
圓 

泰
成

常
議
員

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

代
表
取
締
役

彦
根
市
佐
和
町
６-

１
５

℡ 

２
２-

７
６
８
１

野
坂 

喜
則

常
議
員

野
坂
税
理
士
事
務
所

所
長
税
理
士

彦
根
市
和
田
町
２-

１
１

℡ 

２
２-

３
７
５
７

四
方 

清
文

常
議
員

㈱
滋
賀
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
銀
座
町
３-

１
０

℡ 
２
２-

３
１
０
１

沼
尾 

護

常
議
員

滋
賀
中
央
信
用
金
庫

理
事
長

彦
根
市
中
央
町
５-

９

℡ 

２
２-

７
７
２
３

この夏最高の時を共有したい。
千成亭では個性豊かな７つの飲
食店を展開し、彦根で培われた
和牛の伝統と食文化をお届けし
ます。

旅館－RYOKAN－の言葉が国
際語になりました。日本の伝統
的なお食事とサービスの向上を
目指していこうと思っています。

近江商人の「三方よし」の精神を
継承し「自分にきびしく、人には
親切、社会につくす」を原点とし
活動してまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
『まっすぐ未来』に向け地域金融
機関として、地域の活性化に努め
てまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

大
西 

和
弥

常
議
員

彦
根
観
光
バ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
稲
里
町
６
１
９-

５

℡ 

４
３-

５
７
１
１

ふれあい楽しい日本の旅！ 安全
運行を常に、心のこもった接客
サービスを提供し、地域に貢献で
きる健全な企業を目指します。

木
川 

英
樹

常
議
員

㈱
公
益
社

代
表
取
締
役

彦
根
市
西
今
町
９
３
９

℡ 

２
２-

５
０
０
０

私たち公益社グループは、「人
と人の心の結びつき」を基本に
「ご家族の想い」を一番に考えた
葬祭サービスを提供してまいり
ます。

磯
谷 

淳

常
議
員

近
江
鉄
道
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員

営
業
本
部
長

彦
根
市
駅
東
町
１
５-

１

℡ 

２
２-

３
３
０
１

川
村 

嘉
昭

監
事

関
西
電
力
㈱

滋
賀
支
社
長
代
理

彦
根
市
松
原
町
石
持

１
８
８
０-

１
０

℡ 

０
５
０-

７
１
０
６-

６
４
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
代
表
）
地域とともに歩む総合エネル
ギー企業として、電気・ガスの安
定供給、街づくりなど様々な分野
で彦根の発展に貢献してまいり
ます。

橋
本 

健
一

監
事

㈱
橋
本
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

彦
根
市
野
口
町
2
8
3-

2

℡ 

２
８-

７
７
７
７

佐
々
木 

努

議
員

日
立
化
成
㈱
彦
根
事
業
所

事
業
所
長

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
８
０
０

℡ 

２
８-

１
３
１
１

当社は、未知の領域に踏み出す
チャレンジ精神をもって、化学
を超えた「新たな価値」を創造
し、社会やお客様の期待を超え
る「驚き」を実現します。

山
岸 

弘
樹

議
員

㈱
ユ
ニ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

愛
知
郡
愛
荘
町
愛
知
川
８
２
１-

１

℡ 

４
２-

４
１
９
１

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

彦
根
市
高
宮
町
２
１
１

℡ 

２
２-

８
１
１
１

後
藤 

正
人

議
員

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

彦
根
事
業
所

事
業
所
長

彦
根
市
高
宮
町
４
８
０-

１

℡ 

２
４-

８
３
０
０

土
沢 

健
一

議
員

㈱
ナ
ツ
ハ
ラ

代
表
取
締
役

犬
上
郡
豊
郷
町
大
字
八
町
８
０
３

℡ 

３
５-

３
３
４
５

平
居 

敏
彦

議
員

㈱
清
水
合
金
製
作
所

専
務
取
締
役

廣
瀬 

一
輝

議
員

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱

取
締
役
会
長

宇
都
宮 

靖
雄

議
員

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱ 

Ｂ
ｉｇ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

常
務
執
行
役
員
・
総
務
本
部
長

彦
根
市
宮
田
町
５
９
１-

１

℡ 

３
０-

７
１
１
１

井
上 
和
明

議
員

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場

工
場
長

村
居 

哲
博

議
員

マ
ル
ホ
㈱
彦
根
工
場

工
場
長

彦
根
市
芹
川
町
４
３
６

℡ 

２
３-

２
０
２
０

彦
根
市
東
沼
波
町
９
２
８

℡ 

２
３-

３
１
３
１

彦
根
市
高
宮
町
２
７
６
３

℡ 

２
３-

５
５
４
１

平
井 

一
之

議
員

㈱
ナ
イ
キ
彦
根
工
場

取
締
役
工
場
長

彦
根
市
彦
富
町
７
７
３-

１

℡ 

４
３-

３
１
３
１

オフィス空間の専業メーカーと
してクリエイティブなオフィス
の提案により「ぴったりやさし
いいきいき空間」をご提供いた
します。

暑中お見舞い申し上げます。
SCREENグループは創業精神、
企業理念のもとグローバル企業
として成長を続けています。

彦根工場は操業開始後、50年を
迎えました。引き続き関西・中京
圏のお客様の足元を支える安全・
安心なタイヤを供給してまいり
ます。

マルホ㈱彦根工場は医療用外用
剤の国内トップクラスの生産量
を誇りとし、安心・安全な医薬品
をお届けします。

北
村 

修
久

議
員

㈱
永
昌
堂
印
刷

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
西
沼
波
町
２
３

℡ 

２
２-

３
３
３
１

宮
川 

清

議
員

宮
川
仏
壇
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
7
8-

4

℡ 

２
３-

６
７
０
０

杉
本 

定
幸

議
員

㈲
杉
本
塗
装

代
表
取
締
役

彦
根
市
金
剛
寺
町
６
８-

３

℡ 

２
８-

０
２
５
４

創業62年地元で塗装工事をし
ています。住宅・ビル・アパー
ト等の内外装を行ってますの
でよろしくお願い
します。

激変の観光マーケットを先読み
しながら、北海道～沖縄まで170
の拠点で日夜フォトサービスに
て生成発展して行きます。

「安全・安心」を第一に、お客さま
に快適なサービスをご提供でき
ますよう、社員一同さらなる努力
をしてまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

おかげさまで創業95周年。オン
リーワン企業をめざす当社に、油
圧機器、高水圧バルブをご用命く
ださい。
暑中お見舞い申し上げます。

本社機能がある当事業所でエレ
ベータの研究開発や生産を担っ
ています。彦根から世界に「安全・
安心」な製品の提供に努めます。

水道は重要なライフラインの１
つです。当社は水道用バルブを
世の中に提供することにより、社
会に貢献し続けていきたいと考
えています。

ねじ製造販売・鋼製土木建材販
売工事・鉄骨加工・橋梁製作・ク
レーン揚重業・一般貨物自動車
運送事業
暑中お見舞い申し上げます。

お取引先様と消費者を結ぶコ
ミュニケーションを、印刷・ウェ
ブ・アプリなど様々な手段でご
提案・制作を行っております。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。
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森
原 

勇
治

大
久
保 

泰
嗣

議
員

大
久
保
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
２
７-

１

℡ 

２
２-

２
６
０
２

奥
田 

秀

議
員

㈱
伊
藤
組

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

２
１

℡ 
２
４-

６
５
０
０

三
須 

宏
一
郎

議
員

丸
三
不
動
産
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
大
東
町
１
３-

６

丸
三
ビ
ル
２
階

℡ 

２
３-

０
３
０
３

土
居 

誠

議
員

㈱
新
栄
管
工
業

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
９
１
９

℡ 

２
２-

２
４
７
９

早
川 

隆
士

議
員

早
川
工
芸
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
西
沼
波
町
３
３-

１

℡ 

２
２-

１
４
９
３

梅
本 

正
和

議
員

金
城
測
量
設
計
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
正
法
寺
町
７
７-

４

℡ 

２
２-

２
５
９
８

議
員

㈱
森
原
工
務
店

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
７
８
０-

１

℡ 

２
２-

３
４
５
６

創業より60年を迎えました。時代
の変化に即応し、技術の研鑽に努
めています。設備工事の御用命は
当社までよろしくお願いします。

地域の繁栄に貢献し、創業明治25
年の社歴を生かす人づくりを推進
します。

菊
川 

太
嗣

議
員

㈲
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
構
造
設
計
室

代
表
取
締
役

彦
根
市
長
曽
根
南
町
3
9
5-

4

℡ 
２
３-

８
０
８
２

田
中 

寿
信

議
員

㈱
田
中
家
石
材

代
表
取
締
役

彦
根
市
高
宮
町
１
０
８-

１

℡ 

２
２-

５
８
８
８

おかげさまで創業100余年。当
社は、祀り事の具体的な方法をは
じめ、お墓の新規・改祀、墓地の
ご紹介等のご相談、お手伝いをさ
せて頂きます。

山
脇 

秀
介

議
員

滋
賀
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
３
０
０-

９

℡ 

２
２-

３
２
２
８

小
椋 

政
昭

議
員

㈱
政
所
園

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
３-

１
５

℡ 

２
２-

０
７
１
７

髙
尾 

栄
一

議
員

平
和
観
光
開
発
㈱

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

常
務
取
締
役
支
配
人

彦
根
市
鳥
居
本
町
２
９
５
８

℡ 

２
２-

０
０
１
１

交通アクセス抜群！各地から集
まるコンペなら彦根CCが絶対
便利。米原駅や彦根駅からの送
迎も承ります。ご来場お待ちし
ています。

宮
川 
基
司

議
員

㈱
伊
勢
幾

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
４-

２
３

℡ 

２
２-

０
０
６
３

暑中お見舞い申し上げます。
地元近江の食材を使った、天ぷら
や月替会席を地元のお酒と共にお
楽しみください。

中
島 

久
善

議
員

㈱
中
島
商
事

取
締
役
会
長

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
７
３
５

℡ 

２
５-

０
３
３
４

北
川 

直
廣

議
員

㈱
花
廣

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
錦
町
２-

１
６

℡ 

２
２-

１
５
７
８

大
菅 

良
治

議
員

㈱
大
菅
製
菓

代
表
取
締
役

彦
根
市
中
央
町
４-

３
９

℡ 

２
２-

５
７
２
２

細
江 

正
人

議
員

㈱
天
晨
堂

会
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
３
７

℡ 

２
４-

２
１
１
２

“花はまごころ”
冠婚葬祭を問わず重宝な胡蝶蘭
鉢には、特別こだわって取り揃
えております。お気軽にご相談
ください。

大
塚 

恵
昭

議
員

㈱
パ
リ
ヤ

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
７
２-

２

℡ 

２
２-

０
１
４
６

鮮度と味の良さ、品揃えの豊富さ
で地域ナンバーワンのスーパー
マーケットを目指しています。
ぜひお買い物にご利用ください。

石
原 

成
郎

議
員

石
原
産
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

彦
根
市
西
今
町
品
井
戸
５
５-

１

℡ 

３
０-

０
８
０
０

おかげさまで中国料理龍鱗は創業
39周年を迎えることが出来ました。
２号店となる草津栗東店共 よ々ろし
くお願いいたします。

近
藤 

嘉
男

議
員

㈲
丁
子
屋
薬
局

代
表
取
締
役

彦
根
市
銀
座
町
４-

１
８

℡ 

２
２-

２
７
０
２

法
村 

賢
仁

議
員

㈱
ユ
ー
コ
ー

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
２
０
０-

７

℡ 

２
４-

４
１
５
４

地域の皆様に愛され親しまれる
店作りを目指して頑張っていき
ます。

安
齋 

和
真

議
員

さ
ざ
な
み
酒
店

彦
根
市
佐
和
町
１
０-

４

℡ 

２
２-

１
２
０
１

昨年10月に新店舗をオープンしま
した。こだわりのお酒を楽しんで頂
ける角打ちコーナーを併設。美味
しいお酒をもっと美味しく楽しくなる
ご提案をいたします。

上
川 

悟
史

議
員

㈱
一
休
庵

代
表
取
締
役

犬
上
郡
甲
良
町
池
寺
１-

５

℡ 

３
８-

３
８
５
１

鈴
木 

則
成

議
員

鈴
木
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
５
０-

３

℡ 

２
４-

０
６
５
６

私たちは、超高齢社会で果たす役
割を自覚し、住み慣れた地域で
その人らしい生活ができるよう、
安心と幸せを提供しています。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

看板の事なら当社にご相談くだ
さい。確かな技術でご満足いた
だける製品を設計・施工まで、ご
提供させていただきます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

暑中お見舞い申し上げます。
弊社では、節電のためクールビ
ズを実施しております。ご来社
の際は是非とも軽装でお越しく
ださいませ。

暑中お見舞い申し上げます。
「誠実」かつ皆様の信頼にお応え
できる企業を目指します！

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

当社は、分譲宅地販売・土地の売
買・賃貸等を中心に営業させて
いただいております。土地に関
することでしたらお気軽にご相
談ください。

暑中お見舞い申し上げます。
日本茶の伝統を継承しつつ新
しい「お茶」のスタイルを発信。
喫茶コーナーも併設ご利用く
ださい。

昨年役員を交代させていただき
ましたが、皆様のおかげで何事も
無く継承させていただく事が出
来ました。これからも宜しくお
願いします。

地元彦根を代表する銘菓三十五
万石の菓心おおすがです。これ
からも真心込めた手作りの味を
皆様へお届けします。

あなたの本棚天晨堂ではお客様
が直接インターネットによる検索
発注ができます。ホームページ
a-hon.comまたはe-hon.ne.jp
で検索ください。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い致します。

暑中お見舞い申し上げます。
おいしいお料理をお届けできる
よう精進いたします。宴会・仕出
しのことは何でもお申し付けく
ださい。
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彦 根 金 融 協 議 会
滋賀銀行・りそな銀行・大垣共立銀行・関西アーバン銀行・

商工組合中央金庫・滋賀中央信用金庫・京都銀行

公
益
社
団
法
人 

彦
根
納
税
協
会

会
長 

夏
原 

平
和

役
員
一
同

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２-

２
８
３
６

暑中お見舞い申し上げます

彦根商工会議所 職員一同

◇８月3日（金）～5日（日）

万灯祭
8/4（土）
■奉納舞楽（季樂kiraku～舞）19：30～
■ものまね芸人ウドの鈴木 20：30～
■多賀音頭 20：00～

8/5（日）
■CHASKA（チャスカ）
　①18：30～ ②19：30～
■延年風流（近江猿楽 多賀座） 20：00～

8/3（金）
■仮面ライダービルドショー
　①18：15～ ②20：30～
■聖はじめ＆Sackji（ツインボーカル）19：30～

毎夜■本殿祭・神楽
19：00～ 境内の提灯に一斉点灯

URL http://www.tagataisya.or.jp/　e-mail info@tagataisya.or.jp TEL.48-1101（代） 上
田 

豊
弘

議
員

㈲
千
乃
吉
ぽ
う

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
１
１-

２
５

℡ 

２
７-

２
９
２
９

小
林 

正
典

議
員

㈱
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

和
田 

旱
子

議
員

彦
根
急
送
㈱

代
表
取
締
役

犬
上
郡
多
賀
町
中
川
原

石
塚
５
３
１-

１

℡ 

２
２-

２
０
３
９

猪
飼 

弘
実

議
員

㈲
猪
飼
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役

彦
根
市
八
坂
町
２
０
０
０-

１

℡ 
２
３-

３
２
８
０

藤
田 

明
男

議
員

㈲
フ
ジ
タ
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
４
４-

５

℡ 

２
２-

１
４
８
０

彦
根
市
大
藪
町
２
０-

２
１

℡ 

２
３-

４
６
０
８

焼肉ダイニング千乃房では個体
識別番号をもった近江牛の焼肉
や創作料理がお楽しみ頂けます。
生ビールのサーバー席を今夏お
得に提供中！

暑中お見舞申し上げます。
これからも安心、安全運転で社員
一同協力して務めます。よろしく
お願い申し上げます。

常に安心・安全を考え、お客様に
満足頂けるクルマ造りを目指し
て日々頑張っています。お気軽
に当店へお立ち寄りください。
お待ちしています。

暑中お見舞い申し上げます。
昭和42年より営業させて頂いて
おります。愛車の事なら、お気軽
にご相談ください。

「関西の未来とともに歩む新たな
リテール金融サービスモデル」
を構築し、地域社会への発展・活
性化への貢献を実現してまいり
ます。

栁
澤 

通

議
員

日
本
通
運
㈱
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
旭
町
９-

３

℡ 

２
２-

５
７
０
１

お客様に寄り添った最適な輸送プ
ランを提供し、「安全」・「環境」に配
慮といった物流企業としての社会
的責任を全うします。

樋
口 

雅
都

議
員

㈲
銀
水

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
旭
町
９-

５

℡ 
２
２-

０
９
１
９

銀水では旬の食材を取入れ、お客
様に喜んで戴けるよう日々努力
を致しております。ご来店お待
ち申し上げます。

和
田 

一
繁

議
員

鳥
羽
や
旅
館

彦
根
市
河
原
三
丁
目
１-

２
３

℡ 

２
２-

０
３
２
５

明治13年創業、当館の地域が国
の重要伝統的建造物群保存地区
に選定され、これからも地域と共
に伝統文化を継承してまいりま
す。

西
村 

隆

議
員

彦
根
倉
庫
㈱

代
表
取
締
役

犬
上
郡
多
賀
町
敏
満
寺
７
２
７

℡ 

４
８-

８
０
８
０

輸送・保管・流通加工・輸出入等
トータルサポートいたします。
まずはWebをご覧ください。
http://hikone-log.com

大
辻 

正
樹

議
員

大
辻
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士

彦
根
市
平
田
町
４
１
０-

６

℡ 

２
３-

６
４
１
２

平
林 

克
美
　

議
員

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
彦
根
営
業
所

所
長

彦
根
市
中
央
町
３-

８ 

３
階

℡ 

２
６-

０
９
７
７

「お客様の繁栄が我々の喜び」を
経営理念に税務申告だけでなく、
各種提案業務を専門特化した
スタッフがお手伝いさせて頂き
ます。

生命共済制度・福祉共済制度（経
営者保険）の普及推進に努め、会
員事業所各位様の経営基盤の強
化に貢献してまいります。

田
中 

伸
幸

議
員

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
佐
和
町
６-

９

℡ 

２
３-

２
１
１
１

お客様からの信頼こそが、大和証
券グループの基盤です。今後と
もご指導、ご支援を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げます。

公益社団法人 彦根青年会議所

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２２-７５２２

理事長 宮脇國雄・副理事長 小林 守
副理事長 佐々木正幸・専務理事 田澤秀夫

ひこね繊維協同組合

彦根市大東町 2-41 土川昭ビル２F
ＴＥＬ ２２-４７６９

理事長 杉原  篤

彦根ロータリークラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２３-２１０１

会長 安居継彦・幹事 那須賢司

彦根シャトーワイズメンズクラブ

彦根市銀座町２-２４ 高嶋屋ビル４F
ＴＥＬ ２２-００１０

会長 谷村直樹

彦根金亀ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-０２８９

会長 林 健一・幹事 原 勇・会計 北村 勇

彦根ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-２２５１

会長 辻 正治・幹事 三久保哲夫・会計 樋口彰宏

彦根南ロータリークラブ

彦根市小泉町 160 番４号
ＴＥＬ ２３-２１０２

会長 法村賢仁・幹事 宮嶋誠一郎

地域社会奉仕団体
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中小企業相談所からのお知らせ
近江ツーリズムボードでは、鉄板仕様・カフェ仕様・バー仕様に特化した
フードカーのレンタルを開始しました。

鉄板仕様 カフェ仕様 Bar仕様

３種類の車両をご用意

テーブル&ベンチをご用意

※営業時間は8：30～17：30となります。
※時間外返却の場合は、１時間毎に500円加算致します。(事前にご連絡ください)
※商品のご返却時は、原型返却（貸出し時と同様の状態）でお願いいたします。
※燃料代金は自己負担でお願い致します。
※上記価格は予告なく変更する場合があります。予めご了承ください。

■フードカーレンタル料金表 ■テーブル・ベンチレンタル料金表

多賀産の木材を使用し、人と人を繋ぐ思いを込
めて、材と材を強固に繋ぐ「かすがい」をモチー
フにしています。イベント、パーティーなどにぜひ
ご利用ください。
※最大８０名がご利用いただけます。
※１台、１脚より貸出可能です。
※運搬料は別途ご負担いただいております。

大きな鉄板がついているので、近江の地
域食材近江牛なども高温で調理できます

【設備】
ステンレス3槽シンクおよび作業台／取り外し
接客カウンター／100V電源システム（2系統）
／防音型発電機2800W／台下冷蔵庫／冷凍
ストッカー100L／給排水タンク50L（ポリ）／
ガス鉄板焼き機／換気扇

2口コンロがついているので、複数の料
理を同時に調理できます

【設備】
ステンレス3槽シンクおよび作業台（折り畳み
式）／取り外し接客カウンター／100V電源シ
ステム（2系統）／防音型発電機2800W／台
下冷蔵庫／冷凍ストッカー43L／給排水タン
ク50L（ポリ）／2口ガスコンロ／換気扇

バーテンダー監修なのでドリンクも作り
やすく、また作業スペースも広いので使
いやすさ抜群です
【設備】
ステンレス3槽シンクおよび作業台（折り畳み
式）／特注シンク用氷かご／取り外し接客カウ
ンター／ワンショットメジャー（一升瓶専用×3、
通常×2）／100Ｖ電源システム（2系統）／防
音型発電機2800W／間接LED照明／台下冷
蔵庫／冷凍ストッカー43L／給排水タンク50L
（ポリ）／ガスシステム／換気扇

移動式カフェやイベント、プライベートパーティなど、気軽に使ってみませんか？

ご不明な点はお気軽に近江ツーリズムボード事務局までお問い合わせください！

Tel：0749-22-5580  Fax：0749-22-5580
近江ツーリズムボード事務局

info@oh-mi.org http://oh-mi.org/foodcarWEB

その他詳細と
お申込みは
こちらから!!

利　用　時　間

1日パック
（1泊2日）

10,000円 18,000円 35,000円 3,500円

2日パック
（2泊3日）

1週間パック
（7泊8日）

～1ヶ月
（＋1日ごと）

利用価格
（税抜）

長さ 1回1台単価 1日全部レンタル台数

24,700円

600mm

900mm

1200mm

1800mm

900mm

1200mm

1800mm

5台

9台

16台

8台

5台

9台

5台

200円

200円

300円

300円

500円

800円

1,000円

ベンチ

テーブル

　政府では、中小企業の設備投資を支援するための法律である「生産性向上特別措置法」に基づき先端設備の導入促進基本計画を策定
されました。その計画に基づく計画を彦根市でも策定し、認定を受けられました。
　このことにより、彦根市内の中小企業者が計画期間内に、労働生産性を一定程度向上させるため、先端設備等を導入する計画を策定
し、彦根市の導入促進基本計画に合致する場合は、彦根市より計画の認定が行われます。
　この認定を受けた場合は、Ⓐ当該設備の彦根市固定資産税が３年間０円となるほか、Ⓑ政府系の事業用各種補助金申請にも活用する
ことができます。来年の１月１日までに申請手続きをお勧めいたします。
　但し、彦根市の認定日以降にしか先端設備の導入ができないことや彦根商工会議所の確認書、生産性向上要件証明書（工業会の証明）
が必要となりますので、余裕をもって事前に彦根市地域経済振興課（30-6119）または、当所（22-4551）までお問い合わせください。

先端設備等導入により彦根市固定資産税を３年間減免できます

■ 計画期間　　計画認定から3年間から5年間
■ 労働生産性
　 計画期間において、基準年度（※1）比で労働生産性が年平均3％以上向上すること
　 〇 算定式（営業利益＋人件費＋減価償却費）÷労働投入量（※2）
■ 先端設備等の種類
　 労働生産性の向上に必要な生産、販売活動等の用に直接供される下記設備
　　 【減価償却資産の種類】
　　 機械装置、測定工具および検査工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウエア
■ 計画内容
　　● 導入促進指針および導入促進基本計画に適合するものであること
　　● 先端設備等の導入が円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること
　　● 認定経営革新等支援機関（商工会議所等）において事前確認を行った計画であること
　 （※1）直近の事業年度末　（※2）労働者数または労働者数×1人当たり年間就業時間

先端設備等導入計画の主な要件

先端設備等導入計画認定による支援措置

○ 先端設備等導入計画の認定フロー

■ 対象者 資本金額1億円以下の法人、従業員数1,000人以下の個人事業主等のうち、先端設備等導入計画の認定を受けた者
 （大企業の子会社を除く）
■ 対象設備 生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均1％以上向上する下記の設備
 【減価償却資産の種類（最低取得価格/販売開始時期）】
 ◆ 機械装置（160万円以上/10年以内）         ◆ 測定工具及び検査工具（30万円以上/5年以内）
 ◆ 器具備品（30万円以上/6年以内）　　　◆ 建物附属設備（※3）（60万円以上/14年以内）
■ その他要件 生産、販売活動等の用に直接供されるものであること/中古資産でないこと
■ 特例措置 固定資産税の課税標準を3年間ゼロに軽減　　　　　　　　 （※3）家屋と一体となって効用を果たすものを除く

固定資産税の特例について

Ⓐ 固定資産税の軽減措置
先端設備等導入計画の認定を受けた中小企業のうち、以下の一定の要件を満たした場合、地方税法において固定資産税の特例を受
けることができます。
固定資産税の特例を受けるには、計画の認定に加えて、税務課での償却資産の申告時に『償却資産課税標準の特例申請書』をご提出
いただく必要がありますので、ご注意ください。

Ⓑ 国補助金の優先採択
国補助金について、当該特例措置の対象となる事業者等は、その点も加味した優先採択が行われます。
●ものづくり・サービス補助金 ●小規模事業者持続化補助金 ●サポイン補助金 ●IT補助金
各補助金の公募時期等の詳細情報や問い合わせ先等については、各補助金のHP等をご覧ください

お問い合わせ
彦根商工会議所  TEL.0749-22-4551  ・  彦根市産業部地域経済振興課  TEL.0749-30-6119

http://www.city.hikone.shiga.jp/0000011831.html

（税抜） （税抜）
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青年部伝言板 ■７月度会員拡大例会 7月18日（水）19時開会  於：当所４階大ホール　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。
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光
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Ｙ
Ｅ
Ｇ
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Ｇ
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収
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５
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　店名の由来は、創業者である叔母が今も現存する昭和二
十三年開業の東京銀座八丁目の老舗「クラブ ウルワシ」に
勤務した後、50有余年前に現在の地で開業したことにより
ます。私が受け継いで6年目を迎えますが、これからも創業
百年を目指して後継者を育て、店を継続していくことに日々
奮闘中です。
　店は袋町（河原２丁目）でタクシーを降りてすぐの花見小
路通りの一筋目の角にあり、１Ｆが店舗、２Ｆが住居です。
袋町は滋賀県でも最大といえるナイトスポットで、100件もの
お食事やお酒を楽しんでいただけるお店が勢ぞろいしてい
ます。彦根に観光やビジネスで来られた方が賑やかさを求め
て通われる所なので、店の周りには緑を絶やさず袋町のイ
メージアップに努め、ミニ観光大使になったつもりでお客様
をお迎えしています。店ではお客様の憩いの場として、洋酒
やカクテル、焼酎とカラオケ等を楽しんでいただいています。
　また、最近は習字教室に通い始めたところ、以前からの
癖が抜けずに奮闘の連続ですが、それにもこりずに挑戦中

です。人生には学び続け
ることが大切だと感じて
います。滋賀県が長寿日
本一になり、彦根にも百
歳以上の方が多いので、
私の座右の銘は「生きる
が勝ち」です。

　去る6月1日、びわ湖大津プリンスホテル コンベンションホール淡海にて
第30回関西商工会議所女性会連合会大津大会が開催され、当所女性会から
19名が参加しました。
　今年は滋賀県での開催ということで、県内女性会各単会の物産ブースが
出展、また正副会長には参加者の受付とお出迎えをご担当頂きました。
　総勢633名の参加のもと、総会では全ての議案が原案通り承認され、次回
開催地の京都商工会議所女性会とご当地キャラ「まゆまろ」さんが揃って
ＰＲをされました。
　記念講演会では五代目大津絵師 髙橋信介氏より「大津絵の世界－教えと
心－」と題し実演と講演、保存会の皆さんより大津絵踊りの披露がありました。
　懇親会ではオープニングから最後まで、大津商工会議所女性会・青年部
メンバーで構成された「びわーず」による歌、ダンス、寸劇と次 と々賑やかな
アトラクションが披露され、また男性カルテット「メリーフェローズ」の軽妙な
トークと歌も素晴らしく、最後は定番の「琵琶湖周航の歌」を大きな輪とな
り皆で合唱、盛会裏に終了しました。

■８月10日（金） 彦根ばやし総おどり大会INFORMATION

関西女連 大津大会に参加 あのね～ 女性会事業所紹介

カフェ＆バー ウルワシ　　　  　   中村 昭枝

女性会事業所紹介

ジェトロ滋賀からのご案内

　海外展開を検討する際は、現地のマーケティング調査等と同様、自社の知的財産権に関しても対策を講じていくことが
重要です。知的財産権を適切に管理していくことは、海外展開を有利に進めるとともに、知的財産リスクを低減すること
にもつながります。一方で、外国における産業財産権の権利化は、進出対象国・地域ごとに行うことから、出願費用が大変
高額になります。
　本事業では、外国への事業展開を計画している中小企業者に対し、日本国特許庁に行っている出願と同一内容の外国
出願について、かかる費用の半額を助成しています。

ジェトロ中小企業等外国出願支援事業

海外展開での御相談はジェトロ滋賀へ。お気軽にお問合せください。 0749-21-2450 SIG@jetro.go.jp

ジェトロのホームページよりご確認ください。
詳細・申込方法

　応募受付期間
７月２日（月曜）～８月３日（金曜）17時00分 
ジェトロ外国出願デスク必着（郵送/持ち込み）

　助成対象経費
外国特許庁等への納付出願料、代理人費用、翻訳費等

　補助率・上限額
補助率 助成対象経費の2分の1以内（千円未満の端数は切り捨て）
補助上限額
１中小企業者あたり300万円以内
　　（ジェトロと地域実施機関にて採択した助成金合計）

１申請案件に対する補助金の上限額
　　● 特許 150万円　● 実用新案・意匠・商標 60万円
　　● 冒認対策商標※ 30万円
　　　 ※冒認対策商標登録出願とは、第三者による抜け駆け（先取り）出願（冒認
　　　　 出願）の対策を目的とした商標登録出願
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大津絵の実演
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景況感は３四半期ぶりにマイナス水準に低下
　今回の調査期間（2018年４－６月期）での湖東地域の
自社の業況判断ＤＩは－13だった。前回（18年１－３月期：
＋９）から22ポイント低下し、３四半期ぶりにマイナス水
準に低下した。県全体（＋14）との比較では、27ポイント
下回った（図表１）。
　県内を地域別に見ると、湖東地域（－13）のみがマイナ
ス水準となった（図表2）。
　業況判断の個別コメントをみると、「良い」理由として
は、「受注堅調」（繊維）、「オリンピック需要等で売上・利
益とも前年比増加」（その他の製造業）、「手持工事、繰越
工事が多い」（建設）などの意見があったものの、「原料不
足、原材料の高騰」（食料品）、「人件費の上昇」（サービス）
などの厳しい意見が見られた。
　３カ月後は10ポイント上昇の－３となる見通しを示し
たが、東近江地域（－２）を除く他地域はすべてプラス水
準となる見通しである（図表2）。

雇用人員DIは引き続き不足感強い
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩは－10
と前回（＋14）から24ポイント低下し３四半期ぶりにマイ
ナス水準となった。３カ月後（７－９月期）は＋３で、プラ
ス水準に上昇する見通し。経常利益ＤＩ（－３→＋５）は、
プラス水準に回復。販売価格ＤＩ（０→＋５）は５ポイン
ト上昇、仕入価格ＤＩ（＋38→＋55）は17ポイントの大幅
上昇となった。製・商品の在庫ＤＩ（＋９→＋５）は４ポイ
ント低下。生産・営業用設備ＤＩ（－17→－８）はマイナ
ス幅が縮小した。雇用人員ＤＩは－40で前回（－37）から
３ポイント低下、県全体（－33）を下回り、不足感が続い
ている（図表３）。

設備投資実施は３四半期連続で５割超
　今回の調査期間（４－６月期）内に設備投資を実施し
た（する予定）企業の割合は、湖東地域では60.0％で、前
回調査（１－３月期）の54.3％より上昇、県全体（49.4％）
を大幅に上回った。
　湖東地域の設備投資実施・予定（未確定を含む）の主
な内容をみると、「生産・営業用設備の更新」（57.7％）が
最も高く、県全体（47.6％）より10.1ポイント高い。次いで
「車両の購入」（30.8％）、「生産・営業用設備の新規導入」
（26.9％）の順となった（図表４）。
　なお、来期（18年７－９月期）に設備投資を実施する企
業の割合は、湖東地域では62.2％に上昇し、県全体
（46.0％）を大幅に上回る見通しだ。

賃上げの実施率は初めて７割を超え、
県平均を上回る
　今年４月１日から来年３月31日までの１年間における
“賃上げの実施状況（予定を含む）”は、湖東地域で「定期
昇給、ベースアップの両方」が20.0％、「定期昇給のみ」が
55.0％で、特に「定期昇給のみ」は昨年（39.5％）から＋
15.5ポイントと大きく増加した。両者を足した「賃上げを
する」合計は75.0％と７割を超え、県内全体（71.8％）を
上回った。湖東地域、県全体とも、７割を超えるのは
2014年の調査開始以来、初めてである（図表５）。
　地域別では、甲賀地域が81.1％と唯一８割を超え、次い
で湖東地域、湖南地域（74.3％）、東近江地域（72.0％）と
続いた。
　業種別にみると、「賃上げをする」の合計の割合は、湖
東地域の製造業で83.4％と８割を超え、県全体の製造業
（79.4％）を4.0ポイント上回った。非製造業は68.1％と、
こちらも県全体の非製造業（65.4％）を2.7ポイント上回っ
た。
　「賃上げをする」と回答した湖東地域の企業にその理
由をたずねたところ、「従業員の確保、モチベーションアッ
プのため」が86.7％と、昨年（88.8％）同様に圧倒的に高
くなった。次いで、「業績が改善したため」（26.7％）、「同業
他社が賃上げする見通しのため」（10.0％）と続いた（図
表６）。
　自由記述では、「モチベーションアップと働き方改革の
実現を目指し、所得拡大促進税制の活用も検討」（建
設）、「３年間で５％をめどに、少しずつ賃上げを行う」
（サービス）といった意見のほかに、「モチベーションアッ
プのため賃上げを積極的に実施したいが、2020年以降の
景気の関係で足踏みしてしまう」（化学）、「経費や燃料は
上がるが、運賃は上がらない。賃上げは難しい」（運輸・
通信）といった意見もみられた。

　　　　　　　　  （寄稿：㈱しがぎん経済文化センタ－）

【分析方法】
・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・上昇）の回答割合」から「マイ 
　ナスの選択肢（悪い・減少・不足）の回答割合」を引いた指数。
・各項目の水準や方向性を示す。

ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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景況感は３四半期ぶりにマイナス水準に低下
　㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2018年第２四半期（４－６月期）」の調査では、924社を対象に352社から回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・愛
荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は40社だった。
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経常利益 （増加－減少） -17 5 ( -17 )

製・商品の在庫 （過大－不足） 11 5
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( 18 )

販売価格 （上昇－下落） -13 ( -9 )

仕入価格 （上昇－下落） 18 55 ( 46 )

生産・営業用設備（過剰－不足） -15 -8 ( -17 )

雇用人員 （過剰－不足） -49

-15

-40 ( -40 )

※（　）内の数値は前回調査時点での４-６月期の見通し

項目 7-9月期
（見通し）

18年18年
4-6月期
（今回※）

図表３　その他のＤＩ項目（湖東地域）
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７ 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
ひこにゃん
四番町スクエアに
毎日登場！
▶７／1(日）～
　時間は下記登場スケジュールの通り
▶四番町ダイニング前広場
　＊雨天時は施設内の多目的ホール
ひこにゃんが彦根城を離れ、1日１回城
下町に出張することになりました！

企画展「商家のうつわ
－湖東の商家伝来の
やきもの－」
▶開催中～７／16（月・祝）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
商家では、大勢の客をもてなすため、大
揃いの膳碗などの食器類が、必須の道
具とされました。本展では、湖東地域の
商家に伝来したもてなしの器の数々を
紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶７／14(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

ひこねで朝市
▶７／１５（日）８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

テーマ展
「彦根城ー城の姿と
　 城下町の暮らしー」
▶7／20（金）～8／21（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家が近江国に領地を得て彦根城
の築城に着手した経緯をはじめ、城郭
の特徴、城下町に生きた人びとの歴史
について紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

夏休み自然工作
イベント
▶7／29（日）
　午前の部 １0：3０～１1：３０
　午後の部 １3：3０～１4：３０
　〈申込締切日：7／23（月）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
　DILIPA彦根館
▶参加費 無料
▶各回 20名（予約制・先着順）
▶対象年齢 ５歳以上
　（保護者の方のご同伴のうえご参加ください）

TELまたはHP内イベント申込みフォー
ムからお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

劇団四季ファミリー
ミュージカル『魔法
をすてたマジョリン』
▶8／9（木）
　開場14：30 開演15：00
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　大人 S席 4,500円 A席 3,500円
　中学生以下 S席3,000円 A席2,000円
　※3歳以上有料 ※3歳未満は入場不可

今年の劇団四季は、親子で楽しめるミュー
ジカル。1日1"悪"をモットーに人間の村へ
でかけた123才の魔女の小学生、マジョリ
ン。彼女がそこで知ったのは、「ありがと
う」という言葉のぬくもりや、「思いやりの
心」。マジョリンと人間たちの温かい触れ
あいは、皆で手をとりあって生きていくこ
との素晴らしさを教えてくれます。夏休み
の思い出に家族そろってお越しください！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

ひこねワクドキッズ
フェスタ！2018
ファミリー演劇公演
シアター・トレ『ぐっ
すり おやすみ』
▶８／１２（日）
　開場12：40 開演13：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 1,000円
　子ども（小学生以下） 700円
　※対象年齢 ２歳以上

パジャマに着替えて、ふかふかの枕とお布
団を準備して、電気を消して「おやすみな
さい」…ううん、まだ眠れない！眠りたくな
い！いたずらと遊ぶことが大好きなパジャ
マの2人のドタバタパフォーマンスの開
幕！セリフはないけどユーモアと豊かなボ
ディランゲージによる表現が、子ども達の
創造力や好奇心をかきたてて、家族みん
なで大笑いしちゃうはず。終演後は大きな
お布団に入って一緒にお昼寝してみよう！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

第５2回 彦根城能
▶9／17（月・祝）
　開場 15：30  開演 16：00
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児の入場不可
　A席5,500円／B席5,000円
▶７/27（金）チケット発売開始
　発売初日 館内販売9：00～、電話予約10：00～

【お話】 命のつらさ末近し 『̶景清』
とは̶  天野 文雄

【演目】
観世流仕舞「船弁慶」 上野 雄三
大蔵流狂言「栗 焼」 茂山 七五三
観世流 能「景 清」野村 四郎（人間国宝）

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

彦根城夜楽 2018
▶9／29（土）18：30～21：00
　（入場は20：30まで）　雨天中止
▶彦根城
▶参加費 入場無料
普段は入場できない夜の彦根城を見学で
きる彦根城夜楽（やがく）を開催します。
彦根城天守広場から彦根城下町の夜景
をご覧いただき、「普段できないこと」「その
日だけ特別に」を味わっていただける貴重
な機会です。誰もが下から見上げるだけ
で、ほとんど近づけなかった夜の天守。ま
ばゆいライトに照らされて夜空に浮かびあ
げる勇壮な姿をぜひ間近でご覧ください。

見学の方は、申込不要（見学自由）
戦国コスプレ参加者、演武および演奏
参加希望者は、事前申込が必要。
HP内 彦根城夜学サイトよりお申込み
ください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/jp/
event/articles/2331

10：30～11：00 彦根城天守前
13：00～13：30 四番町スクエア広場／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

7月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

チケット
発売中！

チケット
発売中！

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.11％
平成30年6月13日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

■ お問い合わせ
　 彦根商工会議所 中小企業相談所 TEL.0749-22-4551

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。
【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.76％（母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得
122万円）以内の方、または子ども3人以上の世帯かつ世帯年収
500万円（所得346万円）以内の方は年1.36％）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭、世帯年
収200万円（所得122万円）以内の方、または子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済とす
ることができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成30年6月13日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

夏
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サマーナイトフェスティバル
8月4日㊏ 17：30～ 21：00
●銀座・中央・登り町グリーン通り・リバー
　サイド橋本通り各商店街

灯籠に送り火の灯りを入れ川に流し、先祖
の御霊を送ります。約千個の灯籠が水面に
映え、幻想的な風情が漂います。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303

ひこね万灯流し
8月6日㊊ 18：30～
●芹川堤（芹橋付近）

ノスタルジックな雰囲気の中、ステージイ
ベントや屋台で賑わうほか、ゆかた姿での
参加者は、豪華景品が当たるお楽しみ抽選
会に参加いただけます。
彦根商工会議所　TEL.22-4551

約6,000発の花火が湖畔の城下町を彩ります。
数多くのスターマインがびわ湖の湖面を絵画の
ように映しだします。特にラスト15分は圧巻。
息をもつかせぬスターマインの｢競演｣です。
（公社）彦根観光協会　TEL.23-0001

大空を翔ぶことを夢見た全国の鳥人が全国
から彦根に集合します。智恵をしぼり工夫を
凝らした機体と勇気ある飛行……。会場はテ
レビでは味わえない感動と熱気で溢れます。
彦根市観光企画課　TEL.30-6120

多くの屋台が軒を連ね、夏の夜の商店街が活
気にあふれます。楽しいゲームや様々なイ
ベントも開催されます。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303

鳥人間コンテスト2018
７月28日㊏・29日㊐
●琵琶湖 松原水泳場 ＊スケジュールは当日の天候によって

　変更する場合があります。

＊荒天中止

＊荒天中止

2018彦根大花火大会
8月1日㊌ 19：45～20：30
●琵琶湖 松原水泳場

彦根ゆかたまつり
7月21日㊏ 15：00～ 21：00
●夢京橋キャッスルロード界隈

彦根の夏のクライマックス。昭和35年に作ら
れた新作民謡「彦根ばやし」に合わせて数千人
の市民が参加し商店街を踊り、練り歩きます。
（公社）彦根観光協会　TEL.23-0001

ひこね夏まつり
彦根ばやし総おどり大会
8月10日㊎ 17：30～ 21：00
●銀座・中央・登り町グリーン通り・リバー
　サイド橋本通り各商店街

夏休みの宿題に
ぴったり！

＊荒天中止

彦根の夏祭りを
満喫しませんか！
毎年恒例の「彦根ばやし総おどり
大会」。「商工会議所連」を編成します
ので、お知り合いもお誘いのうえ是
非ともご参加ください。
集合時刻　８月10日（金）17：00
集合場所　彦根商工会議所
　　　　　４Ｆ大ホール
参加要領　浴衣（当所で用意）に着
替えて、食事を済ませたあと会場ま
で移動します。
おどり／19：00～20：00の約1時間
　　　　21：00頃解散予定
参加費　無料 
参加申込　彦根商工会議所
　　　　　TEL.22-4551

総おどり
参加案内



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2018年8月15日まで

有効期限2018年8月15日まで

有効期限2018年8月15日まで

有効期限2018年8月15日まで

有効期限2018年8月15日まで

有効期限2018年8月15日まで

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と
させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

質入れしていただいた方に洋ローソクプレゼント

お1人様１枚のご利用と
させていただきます。

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮らしの中
でお使いいただける和ろうそくを幅
広く取り扱っております。
伝統工芸品である和ろうそくや貴
重なお香に興味のある方はぜひお
立ち寄りください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-22-6726
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店
和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

お1人様１枚の
ご利用とさせて
いただきます。

炙り割烹 口福いど屋

彦根市河原 3-1-28
TEL.0749-49-3758
火曜日定休
営業時間
日～木　17：30～25：00
金・土　17：30～26：00

炙
り
割
烹

食材は北海道から直送の本まぐろなどの鮮魚、野
菜は旬のものを全国各地から取り寄せています。
おすすめは備長炭を使用した焼き物です。

ご飲食代 15％OFF

お1人様１枚のご利用と
させていただきます。

ドリンク１杯無料
せんなり亭心華房

お一人様、１会計につき１枚のみ有効
「彦根コロン」プレゼント

スリールパティシエオガワ

彦根市後三条町265-1
TEL.0749-24-2422
営業時間 10：00～19：00 
定休日  火曜日

桃の季節がやって来ました!! 
バニラムースの上に丸ごとの桃
が。中にはカスタードクリームが
たっぷりのスイーツです。
「ピーチ姫」 540円

「王様のメロン」 １個2,160円
「彦根コロン」 各種194円
「スリールのなめらかプリン」 248円 
夏ぴったりの「オレンジジュレ」380円

ダイキン2018モデルエアコン

快適環境づくりが 私たちの仕事です
Ichien Technos Head Office

▶一圓テクノス出光南彦根給油所 ▶八坂発電所▶精密機器製造工場・クリーンルーム▶プラント設備工事

最新省エネ機を導入しませんか？

住宅空調から大型空調まで、補助金・優遇税制・
フロン法等、気軽にご相談下さい！

滋賀県彦根市小泉町78-10
TEL：0749-22-7974  FAX：0749-24-5882
http://www.ichien.co.jp/ 空間を邪魔しない薄さ 快適な空間をつくる気流

インテリアに映える多彩なカラーバリエーション

信頼と実績のダイキンエアコン

＜直感リモコン＞
電気代最大

70％
削減

シンプルデザイン採用
少ない操作ボタン
画面のカスタマイズ
多言語対応

暑さに強い!
寒さに強い!

和風モダンな趣きのある空間で特別な
時間をお楽しみ下さい。
四季折々の食材をあでやかに彩る会席
料理、選りすぐった認定近江牛ステーキ
コースと世界各国のワインとのマリ
アージュをご堪能下さい。
【ランチ限定】
近江牛サイコロステーキ 2,980円（税込・サ別）
【昼夜の部】
ステーキ会席／華澄（かすみ）6,800円（税込・サ別）
ステーキコース／近江牛サーロインステーキ
　　　　　   180ｇコース12,000円（税込・サ別）

彦根市本町1-1-26（彦根GYUSEUM 2階）／tel.0749-47-3133
営業時間 11：30～22：00（オーダーストップ20：30）
定休日  毎週水曜日(午後2時30分から5時までは準備中）／駐車場 有

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

お食事処

MAP

琵琶湖を眺めながら、
手作りの温かみあふれる
和風料理を。
鳥人間コンテスト選手権
大会や、彦根大花火大会の
際に最高のロケーション
です。

▶天ざるそば 1,200円

●  浜弁当1,000円   ●  特製にしんそば980円
●  牛すじカレーうどん980円
●  特製さば鮨1本980円
●  鰻のせいろ蒸し2,700円     （全て税込価格）

彦根市松原町1250-5
tel.0749-47-5588
営業時間
11時～15時（ LO.14時30分）
17時～21時（ LO.20時30分）
月曜日定休
※祝日の場合は営業。
　翌平日が定休日となります

お食事処

彦根市河原３丁目2-24
●営業時間／午前10：00～午後5：00　●定休日／日曜日




